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15 商工会議所共済制度
メンバーズパーク

18 商工会議所カレンダー
19 うつのみや歴史民俗紀行

23インフォメーション
20 知っておきたい事業承継のイロハ

8 商工会議所かわら版

16

○テレワーク・オンライン相談会
○マル経融資
○商工いきいき特別保証
○新入社員講習会

○マイナンバーカードでマイナポイント
　（宇都宮市）
○高性能光触媒で室内環境改善
　（㈱ハイクオリティ）
○新・新車ビジネスでプラスの収益を掴む。
　（㈱CAREVO）
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下
野
国
河
内
郡
宇
都
宮
市
中
略
図
（
部
分
、
明
治
6
年
、
菊
地
愛
山
筆
、

栃
木
県
立
図
書
館
蔵
）。
右
よ
り
中
央
、
三
日
月
堀
の
下
の
三
の
丸
跡
に
あ

る
建
物
が
明
治
5
年
末
に
建
て
ら
れ
た
歩
兵
第
七
番
大
隊
の
兵
屯
所

陸
軍
の
編
成
と

兵
科
の
配
備

　

明
治
新
政
府
に
よ
っ
て
新
た
な
国
づ
く

り
が
進
め
ら
れ
て
い
く
中
、
近
代
陸
軍
の

創
設
は
喫
緊
の
課
題
の
ひ
と
つ
で
し
た
。明

治
4
（
1
8
7
1
）
年
8
月
（
旧
暦
）、

国
内
警
備
を
目
的
と
し
た
四
個
鎮ち

ん
だ
い台
（
東
北

［
仙
台
］・
東
京
・
大
阪
・
鎮ち

ん
ぜ
い西

［
熊
本
］）
が

設
置
さ
れ
る
と
（
の
ち
に
名
古
屋
と
広
島
が
追

加
）、
宇
都
宮
県
と
栃
木
県
（
い
ず
れ
も
当
時
）

は
東
京
鎮
台
の
管
轄
下
に
置
か
れ
ま
し
た
。

　

当
時
、
各
鎮
台
に
は
四
個
の
歩
兵
聯れ

ん
た
い隊
と
騎

兵
・
砲
兵
・
工
兵
・
輜し

ち
ょ
う
へ
い

重
兵
（
軍
需
品
の
輸
送

や
補
給
に
あ
た
る
兵
）
の
特
科
部
隊
が
そ
れ
ぞ

れ
配
備
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
21
（
1
8
8
8
）

年
5
月
の
師
団
司
令
部
条
例
で
、
鎮
台
制
か
ら

師
団
制
に
改
め
ら
れ
ま
す
。鎮
台
制
で
は
、国
内

の
治
安
対
策
等
を
目
的
と
す
る
、
主
に
城
跡
を

要
塞
と
し
た
固
定
的
な
防
御
だ
っ
た
の
に
対
し
、

師
団
制
で
は
歩
兵
を
中
心
と
し
た
諸
兵
科
連
合

の
部
隊
を
平
時
か
ら
編
制
し
、
国
外
派
兵
に
も

対
応
で
き
る
よ
う
機
動
的
な
戦
略
単
位
と
し
て

整
備
さ
れ
た
点
が
特
徴
で
す
。

　

師
団
は
四
個
の
歩
兵
聯
隊
と
特
科
部
隊
で
構

成
さ
れ
ま
し
た
（
図
1
参
照
）。
一
個
の
歩
兵

聯
隊
は
三
個
の
大
隊
か
ら
な
り
、一
個
の
大
隊
は

四
個
の
中
隊
か
ら
構
成
さ
れ
、
ま
た
歩
兵
聯
隊

二
個
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
一
個
の

旅
団
を
形
成
し
、
ど
ち
ら
か
の
聯

隊
駐
屯
地
に
旅
団
司
令
部
が
置
か

れ
ま
し
た
。な
お
師
団
衛え

い
じ
ゅ戍

（
陸

軍
軍
隊
が
ひ
と
つ
の
地
に
永
久
に

配
備
駐
屯
す
る
こ
と
）
地
に
は
、

二
個
の
歩
兵
聯
隊
と
特
科
部
隊
を

置
く
原
則
が
あ
り
ま
し
た
。つ
ま

り
師
団
が
や
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と

は
、
師
団
衛
戍
地
の
人
口
が
一
気

に
六
千
人
近
く
増
え
る
こ
と
を
意

味
し
ま
す
。
宇
都
宮
市
が
師
団
誘

致
を
請
願
し
た
の
は
、
人
口
増
加

に
よ
る
経
済
効
果
が
期
待
さ
れ
た

た
め
で
し
た
。

宇
都
宮
へ
の

軍
隊
駐
屯
の
は
じ
ま
り

　

宇
都
宮
と
近
代
軍
隊
と
の
か
か

わ
り
は
、
明
治
5
（
1
8
7
2
）

年
11
月
（
旧
暦
）、第
一
軍
管
第
二

師
管
第
四
分
営
歩
兵
第
七
番
大

隊
が
宇
都
宮
城
跡
に
駐
屯
し
た

時
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
（
図
2
）。

翌
6
（
1
8
7
3
）
年
1
月
、

太
政
官
か
ら
達
と
し
て
陸
軍
・
大

蔵
両
省
に
発
せ
ら
れ
た
二
つ
の
文

書
（
総
称
し
て
「
全
国
城
郭
存

廃
ノ
処
分
並
兵
営
地
等
撰
定

方
」）
で
、こ
れ
ま
で
陸
軍
省
の
所

管
だ
っ
た
宇
都
宮
城
跡
は
引
き
続

き
軍
用
財
産
と
し
て
陸
軍
省
が

所
管
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
（
存
城
処
分
）。

そ
し
て
明
治
7
（
1
8
7
4
）
年
3
月
、
千

葉
県
印
旛
郡
佐
倉
町
（
現
・
佐
倉
市
）
を
営
所

（
兵
が
居
住
し
て
い
る
と
こ
ろ
）
と
す
る
歩
兵
第

二
聯
隊
が
新
設
さ
れ
る
と
、
宇
都
宮
駐
屯
の
歩

兵
第
七
番
大
隊
は
歩
兵
第
二
聯
隊
第
二
大
隊

（
以
下
、「
第
二
大
隊
」
と
略
）
に
改
編
さ
れ
ま

す
。
6
月
に
は
聯
隊
本
部
が
佐
倉
か
ら
宇
都

宮
城
跡
へ
移
設
さ
れ
ま
す
が
、
翌
年
5
月
に
宇

都
宮
か
ら
再
び
佐
倉
へ
と
戻
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、第
二
大
隊
は
明
治
10
（
1
8
7
7
）

年
の
西
南
戦
争
に
出
動
し
た
後
、
明
治
16

（
1
8
8
3
）
年
12
月
に
改
正
徴
兵
令
が
公
布

さ
れ
る
と
、一
連
の
軍
備
拡
張
で
第
二
大
隊
は
居

場
所
を
失
い
、
翌
17
（
1
8
8
4
）
年
6
月
に

佐
倉
へ
と
移
駐
し
ま
し
た
。以
降
、
明
治
40
年
の

第
十
四
師
団
衛
戍
ま
で
の
間
、
宇
都
宮
に
軍
隊

が
駐
屯
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

軍
隊
が
い
な
く
な
っ
た
宇
都
宮
城
跡
は
そ
の

後
、「
人
民
へ
貸
渡
」（
家
屋
は
な
し
）
さ
れ
て

い
ま
し
た
が（『
貳
大
日
記
』明
治
22
年
8
月
）、

明
治
23
（
1
8
9
0
）
年
2
月
、
陸
軍
省
か

ら
旧
藩
主
の
戸
田
家
へ
払
い
下
げ
ら
れ
ま
し
た

（『
伍
大
日
記
』
明
治
23
年
2
月
）。
そ
の
後
、

戸
田
家
は
半
分
以
上
の
土
地
を
旧
士
族
へ
の
貸

し
渡
し
と
宇
都
宮
町
民
へ
の
払
い
下
げ
を
し
、
濠

の
多
く
が
埋
め
立
て
ら
れ
、
道
路
や
宅
地
と
な

り
ま
し
た
。
旧
本
丸
に
つ
い
て
は
、
明
治
30

（
1
8
9
7
）
年
頃
「
公
楽
園
」
と
称
し
公
園

の
よ
う
に
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

師
団
誘
致
の

実
現
に
向
け
て

　

さ
て
、宇
都
宮
へ
の
師
団
誘
致
の
動
き
は
、日
清

（
明
治
27
・
28［
1
8
9
4・9
5
］年
）・日
露（
明

治
37
・
38
［
1
9
0
4・0
5
］
年
）
両
戦
争
と

密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、

陸
海
軍
に
よ
る
大
規
模
な
軍
備
拡
張
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ま
ず
日
清
戦
争
後
、
陸
軍
は
六
個
師
団
の
新

設
を
決
め
、秘
密
裡
に
候
補
地
の
調
査
・
選
定
を

行
って
い
ま
し
た
。明
治
29
（
1
8
9
6
）
年
5

月
、
栃
木
県
は
宇
都
宮
市
長
か
ら
師
団
誘
致
の

要
望
を
受
け
て
、県
知
事
名
で
陸
軍
大
臣
へ
上
申

書
が
提
出
さ
れ
ま
す
が
（『
壱
大
日
記
』
明
治

29
年
6
月
）、こ
の
時
す
で
に
参
謀
本
部
内
で
師

団
配
置
計
画
（「
陸
軍
常
備
団
隊
配
備
表
」
原

案
）
が
作
成
（
明
治
28
年
12
月
頃
）
さ
れ
、
宇

都
宮
の
あ
る
関
東
地
方
は
候
補
地
に
含
ま
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
し
て
日
露
戦
争
直
後
の
明
治
38
年
秋
頃
か

ら
、
各
地
で
再
び
師
団
誘
致
の
動
き
が
出
て
き
ま

し
た
。11
月
、宇
都
宮
市
長
名
で
師
団
設
置
を
求

め
る
上
申
書
が
陸
軍
大
臣
宛
に
提
出
さ
れ
る
と

（『
壱
大
日
記
』
明
治
38
年
11
月
）、翌
12
月
に
は

栃
木
県
会
で
「
師
団
設
置
ニ
関
ス
ル
意
見
書
」

が
知
事
宛
に
提
出
、
翌
39
（
1
9
0
6
）
年
11

月
に
も
再
び
「
師
団
設
置
ニ
関
ス
ル
意
見
書
」

が
知
事
宛
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。そ
し
て
12
月
に

招
集
さ
れ
た
第
23
回
帝
国
議
会
で
、
日
露
戦
争

中
に
臨
時
編
制
さ
れ
た
四
個
師
団
（
第
十
三
〜

十
六
師
団
）
を
常
設
化
し
た
上
で
、さ
ら
に
二
個

師
団
を
新
設
し
、
合
計
六
個
師
団
を
増
設
す
る

方
針
が
固
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

明
治
40（
1
9
0
7
）年
9
月
に
宇
都
宮
へ
陸
軍
第
十
四
師
団

（
以
下
、「
第
十
四
師
団
」と
表
記
）が
や
っ
て
き
て
以
降
、
北
関
東
を
代

表
す
る
軍
都
と
し
て
宇
都
宮
は
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
で
は
、

ど
の
よ
う
な
経
緯
で
宇
都
宮
に
第
十
四
師
団
が
や
っ
て
き
た
の
で

し
ょ
う
か
？

【
特
集
】

栃
木
県
歴
史
文
化
研
究
会  

下
田  
太
郎

軍都宇都宮の誕生特集
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図 3
歩兵第五十九聯隊
の営門。奥に
兵舎が見える
（個人蔵）

図 4
歩兵第六十六聯隊
の分列式

（明治 40年、筆者蔵）

待
つ
の
で
は
な
く
、
プ
ッ
シ
ュ
型
で
情
報
発
信
す
る
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
て
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起

こ
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
現
在
策
定
中
の
第
５
期

中
期
事
業
計
画
で
も
、
重
点
施
策
と
し
て
位
置
付

け
て
い
ま
す
。

佐
藤　

若
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
支
援
も
、
行
政
の

重
要
な
役
割
で
す
。
宇
都
宮
市
で
は
、
18
歳
か
ら

39
歳
ま
で
の
人
口
に
お
け
る
女
性
の
比
率
が
少
な

い
の
で
す
。
東
京
に
進
学
し
た
方
々
が
、
卒
業
後

に
そ
の
ま
ま
県
外
で
就
職
し
て
し
ま
う
傾
向
が
強

く
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
企
業
が
女
性
を
雇
用
し

た
場
合
に
補
助
を
し
た
り
、
市
内
の
企
業
に
就
職

す
る
人
に
向
け
た
家
賃
補
助
、
家
を
購
入
す
る
場

合
は
取
得
補
助
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
、
女
性
の
就
業
率
を
上
げ
て
い
き
た
い
。
す
ぐ

に
効
果
が
出
る
施
策
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
長
く

続
け
て
い
く
こ
と
で
プ
ラ
ス
を
生
み
出
し
た
い
と
考

え
、
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

藤
井　

私
た
ち
企
業
側
も
「
宇
都
宮
市
に
は
こ
ん

な
に
良
い
企
業
が
た
く
さ
ん
あ
る
」
と
い
う
企
業

Ｐ
Ｒ
に
、
も
っ
と
力
を
入
れ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

佐
藤　

学
生
は
、
そ
も
そ
も
地
元
に
ど
ん
な
良
い

企
業
が
あ
る
か
を
、
知
ら
な
い
ん
で
す
。
だ
か
ら

情
報
を
与
え
て
あ
げ
る
と
、
彼
ら
に
も
「
地
元
企

業
へ
の
就
職
」
と
い
う
選
択
肢
が
増
え
る
と
思
い

ま
す
。

「
宇
都
宮
に
宿
泊
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
観
戦

を
し
て
欲
し
い
で
す
ね
」（
佐
藤
市
長
）

佐
藤　

商
工
会
議
所
で
実
施
し
た
「
商
店
街
来
街

者
実
態
調
査
」（
以
降
「
来
街
者
調
査
」）
の
結

果
報
告
が
会
報
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

少
し
明
る
い
兆
し
が
見
え
て
き
て
い
る
よ
う
で
、
心

強
い
で
す
ね
。

第
十
四
師
団
、宇
都
宮
へ

　

明
治
40（
1
9
0
7
）
年
9
月
、「
陸
軍
常
備

団
隊
配
備
表
」（
改
正
）
が
発
表
さ
れ
る
と
、
第

十
四
師
団
の
衛
戍
地
に
宇
都
宮
（
河
内
郡
国
本

村
・
城
山
村
・
姿
川
村
）
が
正
式
に
決
定
し
、
宇

都
宮
市
は
念
願
の
師
団
誘
致
に
成
功
し
ま
し
た
。

約
40
万
坪
（
約
1
3
2
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
余
の
広
大

な
軍
用
地
は
、
県
民
か
ら
の
寄
付
で
確
保
し
た
そ

う
で
す
。
ま
た
、
県
知
事
名
で
県
内
各
郡
市
に
敷

地
買
い
上
げ
に
あ
た
っ
て
の
割
当
額
が
決
め
ら
れ
、

5
万
円
と
い
う
高
額
に
設
定
さ
れ
た
宇
都
宮
市
で

は
、
師
団
敷
地
買
収
費
の
寄
付
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、

設
定
金
額
以
上
と
な
る
5
万
5
3
2
7
円
30
銭

（
G
D
P
換
算
で
約
1
億
5
4
0
0
万
円
相
当
）

が
集
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

第
十
四
師
団
は
日
露
戦
争
中
の
明
治
38
年
4

月
に
師
団
動
員
令
が
下
さ
れ
、
福
岡
県
小
倉
市

（
現
・
北
九
州
市
）
で
編
制
さ
れ
ま
し
た
。
7
月

に
満
州（
現・中
国
東
北
部
）に
出
動
し
、奉
天（
現・

瀋し
ん
よ
う陽
）
以
北
の
警
備
任
務
に
あ
た
り
、
そ
の
後
は

兵
庫
県
姫
路
市
の
第
十
師
団
と
交
代
・
帰
還
、
第

十
四
師
団
は
姫
路
に
臨
時
駐
屯
し
ま
し
た
。

　

衛
戍
地
に
宇
都
宮
が
決
ま
る
と
、
第
十
四
師

団
の
管
轄
下
に
、第
二（
水
戸
）・第
十
五（
高
崎
）・

第
五
十
九
（
習
志
野
→
河
内
郡
国
本
村
［
現
・

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
栃
木
周
辺
］、
図
3
）・
第

六
十
六
（
新
設
、
河
内
郡
国
本
村
［
現
・
県
立

宇
都
宮
中
央
女
子
高
等
学
校
な
ど
］、図
4
）
の

各
歩
兵
聯
隊
と
、
騎
兵
第
十
八
聯
隊
（
姫
路
→

河
内
郡
城
山
村
［
現
・
作
新
学
院
］、
図
5
）・

野
戦
砲
兵
第
二
十
聯
隊
（
姫
路
→
河
内
郡
姿
川

村
［
現
・
文
星
芸
術
大
学
附
属
中
・
高
等
学
校

ほ
か
］）・
工
兵
第
十
四
大
隊
（
水
戸
）・
輜
重
兵

第
十
四
大
隊
（
渋
谷
→
河
内
郡
城
山
村

［
現
・
作
新
学
院
］）
が
そ
れ
ぞ
れ
編
制
さ

れ
ま
し
た
。

　

明
治
41
（
1
9
0
8
）
年
3
月
末
に
、

各
部
隊
に
先
立
っ
て
歩
兵
第
六
十
六
聯
隊

が
宇
都
宮
へ
到
着
・
入
営
、
4
月
に
は
宇

都
宮
陸
軍
衛
戍
病
院
（
図
6
、
現
・
独
立

行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
栃
木
医
療
セ
ン

タ
ー
）
が
創
設
さ
れ
、
10
月
に
は
陸
軍
衛

戍
病
院
南
側
に
師
団
司
令
部
が
建
て
ら
れ

ま
し
た
（
図
7・8
）。ま
た
こ
の
年
、師
団

司
令
部
か
ら
野
戦
砲
兵
第
二
十
聯
隊
の
兵
営
を

結
ぶ
軍
用
道
路
（
の
ち
の
桜
通
り
）
が
整
備
さ

れ
ま
し
た
。そ
し
て
11
月
に
は
師
団
司
令
部
の
開

庁
式
が
行
わ
れ
、
併
せ
て
栃
木
県
知
事
を
会
長
、

県
内
務
部
長
と
県
会
議
長
を
「
副
長
」
と
し
た

軍
隊
歓
迎
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
宇
都

宮
二
荒
山
神
社
前
に
緑り

ょ
く
も
ん門

（
祝
賀
の
際
な
ど
に

建
て
る
、
常
緑
樹
の
葉
で
包
ん
だ
弓
形
の
門
）
を

設
置
し
、「
剣
舞
、
手
品
師
、
大
神
楽
、
関
白
獅

子
舞
」
な
ど
で
入
営
す
る
兵
士
た
ち
を
歓
迎
。

当
時
の
新
聞
記
事
を
見
ま
す
と
、
当
日
は
兵
士

た
ち
に「
日
用
品
は
特
別
の
割
引
に
て
販
売
し
」、

飲
食
店
で
は
食
事
を
「
格
安
」
で
提
供
し
た
そ

う
で
す（『
下
野
新
聞
』
明
治
41
年
11
月
13
日
）。

　

ち
な
み
に
、
徴
兵
・
召
集
に
つ
い
て
は
陸
軍
管

区
表
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
第
十
四
師
団
歩

兵
聯
隊
の
場
合
、
第
二
は
水
戸
連
隊
区
（
茨
城

県
全
域
）、
第
十
五
は
高
崎
連
隊
区
（
群
馬
県

全
域
）、第
五
十
九
は
宇
都
宮
連
隊
区
（
栃
木
県

全
域
）、第
六
十
六
は
熊
谷
連
隊
区
（
埼
玉
県
中・

西
部
［
大
里
・
比
企
・
入
間
・
児
玉
・
秩
父
郡
］）

が
兵
事
（
事
務
）
を
行
な
っ
て
い
ま
し
た
。

図 8  国立病院機構栃木医療センター南西敷地に遺る
        第十四師団司令部の赤レンガ営門
　　 （増田俊雄氏撮影）

図 7
第十四師団司令部

（個人蔵）

図 5
兵庫県姫路から
移ってきた騎兵
第十八聯隊
（個人蔵）

図 6
 宇都宮衛戍病院
（個人蔵）

軍都宇都宮の誕生特集
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図 10　
酒保（兵営内にある
日用品や飲食物を扱
う売店）でくつろぐ
野戦砲兵第二十聯
隊の兵士たち

（筆者蔵）

2 師
団
衛
戍
の

背
景
と
経
済
効
果

　

と
こ
ろ
で
、
陸
軍
は
「
兵
営
地
撰
定
に
関

す
る
方
針
」
の
中
で
、
師
団
や
聯
隊
設
置
に

あ
た
っ
て
は
「
…
可な

る
べ
く成
運
輸
交
通
の
利
あ
り

給
養
に
便
な
る
こ
と
」
と
明
記
し
て
い
ま
し

た
。
多
く
の
兵
士
が
生
活
す
る
兵
営
に
と
っ

て
、
必
要
な
食
糧
や
物
品
の
調
達
（
給
養
）

が
兵
営
地
の
近
く
で
で
き
る
か
ど
う
か
は
重

要
で
し
た
。
宇
都
宮
の
場
合
、
古
く
か
ら
門
前
・

宿
場
町
と
し
て
賑
わ
っ
て
お
り
、
交
通
の
要
衝
地

と
し
て
、
給
養
地
と
し
て
の
好
条
件
が
揃
っ
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
（
兵へ

い
た
ん站

）
の
観
点
か

ら
見
る
と
、
鉄
道
が
師
団
衛
戍
の
重
要
な
要
因

と
し
て
見
え
て
き
ま
す
。宇
都
宮
の
場
合
、
明
治

18（
1
8
8
5
）年
に
日
本
鉄
道
第
二
区
線（
現・

J
R
宇
都
宮
線
）
が
宇
都
宮
ま
で
開
通
し
、日

清
戦
争
開
戦
時
ま
で
に
は
歩
兵
第
五
聯
隊
（
第

二
師
団
）
が
駐
屯
す
る
青
森
ま
で
延
伸
し
て
い

ま
し
た
（
図
9
参
照
）。
軍
備
拡
大
に
よ
る
師

団
増
設
を
目
論
ん
だ
軍
部
と
す
れ
ば
、鉄
道
は
ロ

ジ
ス
テ
ィッ
ク
ス
の
迅
速
化
を
促
す
と
と
も
に
、陸

海
軍
の
軍
事
拠
点
（
師
団
衛
戍
地
や
軍
港
な
ど
）

を
鉄
道
に
よ
っ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
せ
る
こ
と

で
、
軍
隊
を
効
率
的
に
配
備
し
、
有
事
の
時
に
は

一
度
に
多
く
の
兵
士
た
ち
を
輸
送
す
る
狙
い
が

あ
っ
た
訳
で
す
。
そ
し
て
第
十
四
師
団
衛
戍
後
、

栃
木
県
を
舞
台
に
大
規
模
な
軍
事
演
習
（
陸
軍

特
別
大
演
習
）
が
4
度
（
明
治
40
・
42

［
1
9
0
9
］、
大
正
7
［
1
9
1
8
］、
昭

和
9
［
1
9
3
4
］
年
）
行
わ
れ
た
こ
と
は
、

首
都
東
京
と
東
北
を
つ
な
ぐ
結
節
点
と
し
て
、

宇
都
宮
が
地
政
学
上
重
要
な
位
置
を
占
め
て

い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
し
た
。

　

で
は
、
第
十
四
師
団
が
宇
都
宮
市
に
も
た

現
在
の
宇
都
宮
地
方
合
同
庁
舎
の
位
置
に

建
て
ら
れ
て
い
た
師
団
長
官
舎
（
個
人
蔵
）

ら
し
た
経
済
効
果
は
ど
の
程
度
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
？ 

明
治
44
（
1
9
1
1
）
年
、
宇
都
宮
商
工

会
議
所
が
調
査
し
た
デ
ー
タ
に
よ
り
ま
す
と
、

師
団
全
体
で
の
年
間
経
費
2
4
2
万
6
6
8
2

円
（
約
69
億
8
8
0
0
万
円
相
当
）
の
う
ち
、

宇
都
宮
駐
屯
経
費
が
1
5
6
万
3
0
0
2

円
（
約
45
億
円
相
当
）
で
、
そ
の
う
ち
直
接
宇

都
宮
市
内
へ
落
ち
る
金
額
が

74
万
8
5
0
3
円
（
約
21
億

5
5
0
0
万
円
相
当
）
で
、
宇
都

宮
駐
屯
経
費
の
約
48
％
を
占
め
て

い
ま
し
た
（
図
10
参
照
）。こ
の
ほ

か
、第
十
四
師
団
に
所
属
し
て
い
る

兵
士
た
ち
が
市
内
の
飲
食
店
や
遊

廓
等
へ
落
と
す
金
銭
、
入
退
営
兵

の
見
送
り
、
面
会
人
な
ど
と
いっ
た

間
接
的
な
も
の
を
含
め
ま
す
と
、

こ
の
金
額
以
上
の
経
済
効
果
が
宇

都
宮
市
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

師
団
廃
止
の
危
機

　

と
こ
ろ
が
、大
正
11（
1
9
2
2
）

年
か
ら
は
じ
ま
っ
た
軍
縮
で
、
大
正
13

（
1
9
2
4
）
年
8
月
、第
十
六
師
団

（
京
都
）を
除
く
第
十
三
か
ら
十
八

ま
で
の
五
個
師
団
が
廃
止
の
対
象
で

あ
る
と
新
聞
で
報
じ
ら
れ
ま
し
た

（『
下
野
新
聞
』
大
正
13
年
8
月

5
日
夕
刊
）。こ
れ
を
受
け
て
、
宇

都
宮
市
長
は
市
会
や
市
経
済
界
の

関
係
者
を
招
集
・
協
議
の
上
、
同

年
8
月
と
9
月
に
首
相
や
陸
軍
大
臣
、
参
謀
総

長
を
訪
問
し
陳
情
書
を
提
出
し
ま
す
。当
初
、
第

十
四
師
団
の
廃
止
は
既
定
路
線
で
し
た
が
、「
師

団
分
布
上
不
公
平
」
を
な
く
し
、
ま
た
「
一
県

下
に
は
両
師
団
の
必
要
」
が
な
い
等
の
理
由
で
、

二
個
師
団
が
衛
戍
し
て
い
た
愛
知
県
、そ
の
中
の
一 

個
師
団
で
あ
る
豊
橋
市
の
第
十
五
師
団
が
廃
止

さ
れ
、
第
十
四
師
団
は
廃
止
を
免
れ
ま
し
た
。し

か
し
、一
連
の
軍
縮
に
よ
り
歩
兵
第
六
十
六
聯
隊

は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
軍
縮
か
ら
わ
か
る
の
は
、ひ
と
つ
に
は
師

団
衛
戍
が
当
地
の
経
済
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
潤

す
が
、経
済
面
に
お
け
る
師
団
へ
の
依
存
度
も
強

く
な
る
と
い
う
点
と
、
も
う
ひ
と
つ
は
師
団
衛
戍

に
よ
る
経
済
効
果
が
軍
へ
の
支
持
に
つ
な
が
っ
て

く
る
と
い
う
軍
部
側
の
思
惑
で
す
。

　

当
時
、
新
聞
で
は
軍
縮
要
求
と
軍
部
批
判
が

盛
ん
に
行
わ
れ
、
人
び
と
の
間
で
は
反
軍
国
主
義

の
風
潮
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。そ
う
し
た
中
、四

個
師
団（
第
十
三［
高
田
］、第
十
五
、第
十
七［
岡

山
］、
第
十
八
［
久
留
米
］）
の
廃
止
と
約

3
万
4
0
0
0
名
の
将
兵
、
軍
馬
六
千
頭
の
削

減
に
踏
み
切
っ
た
陸
軍
大
臣
宇
垣
一
成
は
日
記

の
中
で
、「
…
部
隊
の
廃
止
が
如
何
に
地
方
（
軍

隊
用
語
で
一
般
社
会
を
指
す
）
的
の
利
害
に
痛

き
感
響
を
及
ぼ
す
か
を
国
民
に
自
覚
せ
し
［
め
］

た
の
で
あ
る
。恐
ら
く
今
後
は
師
団
減
少
な
ど
の

声
は
…
国
民
の
声
と
し
て
は
起
る
ま
い
」（
大
正

14
年
5
月
1
日
）
と
綴
っ
て
い
ま
す
。こ
の
宇
垣

の
思
い
は
、
地
方
都
市
に
と
っ
て
師
団
や
聯
隊
の

衛
戍
が
ど
こ
ま
で
も
大
き
な
存
在
だ
っ
た
こ
と
を

物
語
っ
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

図４　
歩兵第六十六聯隊
の分列式（明治
40年、筆者蔵）

《
主
要
参
考
文
献
》

宇
都
宮
商
工
会
議
所
史
編
纂
委
員
会
編
（
1
9
4
4
）

『
宇
都
宮
商
工
会
議
所
五
十
年
史
』

宇
都
宮
商
工
会
議
所
史
編
纂
会

栃
木
県
立
博
物
館
編
（
2
0
0
6
）

『
名
城 

宇
都
宮
城
』（
企
画
展
図
録
）
栃
木
県
立
博
物
館
　

野
中
勝
利
（
2
0
1
4
）

「
1
8
9
0
年
の
『
存
城
』
の
払
い
下
げ
と
そ
の
後
の
土
地
利
用

に
お
け
る
公
園
化
の
位
置
づ
け
」

（『
都
市
計
画
論
文
集
』49
-3
）［
公
社
］
日
本
都
市
計
画
学
会

松
下
孝
昭
（
2
0
1
3
）『
軍
隊
を
誘
致
せ
よ
』
吉
川
弘
文
館

『
壱
大
日
記
』『
貳
大
日
記
』『
伍
大
日
記
』

（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
蔵
）

『
下
野
新
聞
』

宇都宮市街と第十四師団全図（部分、明治 42年、個人蔵）

軍都宇都宮の誕生特集



問合せ／ 宇都宮商工会議所  総務部   1028-637-3131

宇都宮商工会議所では、会員拡大キャンペーンを実施しています。
 ぜひ事業所をご紹介くださいますよう、会員の皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。

会員拡大

キャンペ
ーン

実施中！！
新入会員 
求む！！

会員に
なると…

経営環境の改善につながります

経営の疑問点が解決できます

新たなビジネスパートナーを見つけることができます

宇都宮のまちづくりに取り組むことができます









89 February  2021

女
性
部
は
創
立
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た

宇
都
宮
Ｙ
Ｅ
Ｇ
サ
ッ
カ
ー
部
で

仲
間
を
つ
く
ろ
う
！

女
性
部
だ
よ
り

青
年
部
だ
よ
り

　

当
所
女
性
部
は
１
９
９
０
年
６
月

に
創
立
さ
れ
、
今
年
で
30
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
創
立
30
周
年
記
念
事
業

を
行
う
た
め
、
前
年
度
か
ら
実
行
委

員
会
を
設
置
し
、
準
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

来
る
２
月
24
日
に
、
30
周
年
記
念

式
典
お
よ
び
講
演
会
を
開
催
す
る
予

定
で
し
た
が
、
こ
の
度
の
緊
急
事
態

宣
言
の
発
出
を
受
け
、
皆
さ
ま
の
健

康
と
安
全
を
最
優
先
に
考
え
た
結
果
、

大
変
残
念
な
が
ら
、
中
止
を
決
定
い

た
し
ま
し
た
。
楽
し
み
に
さ
れ
て
い

た
皆
さ
ま
、
準
備
に
尽
力
さ
れ
た
皆

さ
ま
に
は
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
現
状
を
考
慮
し
た

末
の
苦
渋
の
決
断
で
す
の
で
、
何
と

ぞ
ご
理
解
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

式
典
な
ど
は
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
女
性
部
の
歴
史
を
綴
る
た
め
の

　

当
所
青
年
部
サ
ッ
カ
ー
部
の
活
動

に
つ
い
て
キ
ャ
プ
テ
ン
の
木
村
健
太

郎
さ
ん
、
運
営
委
員
長
の
田
中
勇
大

さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。

　   

チ
ー
ム
名
を
教
え
て
く
だ
さ
い

 

　 

「
宇
都
宮
ぎ
ょ
う
ざ
い
ま
す
Ｓ

Ｃ
」で
す
。
Ｙ
Ｅ
Ｇ
全
国
大
会
が
宇

都
宮
で
開
催
さ
れ
る
際
に
、
宇
都
宮

名
物
の
餃
子
を
も
じ
っ
た「
ぎ
ょ
う

ざ
い
ま
す
！
」を
合
言
葉
に
全
国
を

キ
ャ
ラ
バ
ン
し
ま
し
た
。
そ
の
思
い

出
に
ち
な
ん
で
名
づ
け
ま
し
た
。

　   

一
番
の
チ
ー
ム
の
思
い
出
を

　    

教
え
て
く
だ
さ
い
。

 
　 
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
あ
り
ま

す
が
、
特
に
２
０
１
９
年
の
長
崎
全

30
周
年
記
念
誌
は
予
定
通
り
発
行

い
た
し
ま
す
。
同
誌
に
は
宇
都
宮
市

長
、
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連

合
会
会
長
、
藤
井
会
頭
か
ら
ご
祝

辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
こ
と
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

30
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
の
は
、

こ
れ
ま
で
女
性
部
を
築
い
て
こ
ら

れ
た
歴
代
会
長
を
は
じ
め
、
役
員

や
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
賜

物
で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
改
め

て
御
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

（
女
性
部　

会
長　

今
井
キ
ヨ
）

国
大
会
が
印
象
深
い
で
す
。
チ
ー
ム

の
昇
り
旗
や
揃
い
の
チ
ー
ム
Ｔ
シ
ャ

ツ
を
作
成
し
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
多

く
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
て
く
れ
ま

し
た
。
我
ら
が「
ぎ
ょ
う
ざ
い
ま
す

Ｓ
Ｃ
」は
、
他
の
ど
の
チ
ー
ム
よ
り

も
盛
り
上
が
り
、
宇
都
宮
Ｙ
Ｅ
Ｇ
全

体
の
一
体
感
を
感
じ
ら
れ
た
全
国
大

会
に
な
り
ま
し
た
。

　    

練
習
は
ど
の
よ
う
に

　    

行
っ
て
い
ま
す
か
？

 

　  

毎
週
月
曜
日
に
旭
中
に
て
19
時

か
ら
楽
し
く
、
熱
く
練
習
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　    

最
後
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

　    

お
願
い
し
ま
す
。

 

　  

来
年
の
奈
良
で
行
わ
れ
ま
す
全

国
大
会
に
向
け
て
部
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
未
経
験
の
初
心

者
の
方
で
も
大
歓
迎
で
す
。
サ
ッ

カ
ー
は
仲
間
と
の
一
体
感
を
味
わ
う

こ
と
の
で
き
る
、
す
ば
ら
し
い
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。
み
な
さ
ん
の
入
部
を

部
員
一
同
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー  

総
務
広
報
委
員
会

　

委
員
長　

赤
津
剛
史
）

長崎全国大会に参加したメンバー

　

宇
都
宮
市
で
は
、
市
内
事
業
者
を

対
象
に
、
経
済
活
動
の
た
め
に
従
業

員
等
に
受
け
さ
せ
る
場
合
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ

等
検
査
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る

「
宇
都
宮
市
ビ
ジ
ネ
ス
Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
検

査
支
援
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

当
所
で
は
本
事
業
に
お
い
て
、
市

が
指
定
す
る
検
査
機
関
の
ご
案
内

や
市
内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明

書
の
発
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
と
経
済
活
動
の
両
立
を
図
る
た
め

に
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
補
助
対
象
】

市
内
に
住
所
を
有
す
る
法
人
ま
た
は

個
人
事
業
主
の
従
業
員
等（
事
業
主
、

専
従
者
、
役
員
含
む
）が
、
市
の
指

定
す
る
検
査
機
関
で
受
け
る
Ｐ
Ｃ

Ｒ
等
検
査
の
費
用

【
補
助
額
】

◎
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

最
大 

５
０
０
０
円（
１
回
あ
た
り
）

◎
抗
原
定
量
検
査

最
大 

２
５
０
０
円（
１
回
あ
た
り
）

※
検
査
に
要
す
る
費
用
の
3
割
相
当

額※
１
事
業
者
１
年
度
に
つ
き
50
万
円

が
上
限
と
な
り
ま
す
。

【
補
助
方
法
】

事
業
者
は
、
検
査
費
用
か
ら
補
助
額

を
差
し
引
い
た
額
を
指
定
検
査
機
関

に
支
払
い
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
請
書
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
事
項
を
記
載

の
う
え
、
次
の
添
付
書
類
と
併
せ
て

指
定
検
査
機
関
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

◎
添
付
書
類

〈
当
所
会
員
事
業
所
の
場
合
〉

会
報
誌
送
付
時
の
封
筒（
宛
名
部
）の

写
し
、
ま
た
は
当
所
が
発
行
す
る
証

明
書

　

本
事
業
を
初
め
て
利
用
す
る
方
お

よ
び
非
会
員
事
業
所
の
方
は
、
事
前

に
当
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宇
都
宮
市
ビ
ジ
ネ
ス
Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
検
査
支
援
事
業

従
業
員
な
ど
へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
検
査
費
用
の

補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す

総
務
部
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市ホームページ
はこちら

まちゼミ
ホームページ
はこちら

　
「
ま
ち
ゼ
ミ
」と
は
、
商
店
主
が
講

師
と
な
り
、
プ
ロ
な
ら
で
は
の
専
門

的
知
識
や
情
報
、コ
ツ
を
受
講
者（
お

客
様
）に
お
伝
え
す
る
、
少
人
数
制

の
ゼ
ミ
で
す
。

　

今
回
の「
ま
ち
ゼ
ミ
」で
は
、
店
舗

で
開
催
す
る
講
座
の
ほ
か
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
講
座
を
開
催
す
る
お
店
も
あ

り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、「
ま
ち
ゼ
ミ
」を
受
講
し
て
、

そ
の
道
の
プ
ロ
な
ら
で
は
の
知
識
を

学
び
ま
せ
ん
か
？

【
開
催
期
間
】

2
月
18
日（
木
）
～
3
月
18
日（
木
）

※
参
加
店
舗
に
よ
り
、
開
催
日
時
が

異
な
り
ま
す
。

【
所
要
時
間
】

40
分
～
2
時
間
程
度

※
参
加
店
舗
に
よ
り
、
講
座
時
間
が

異
な
り
ま
す
。

【
講
座
内
容
】

「
健
康
」「
つ
く
る
」「
ま
な
ぶ
」「
た

べ
る
」の
４
つ
の
テ
ー
マ
で
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

各
講
座
は
、
少
人
数
制
で
開
催
さ
れ

ま
す
の
で
、
商
店
主
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
、
楽
し

く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
チ
ラ
シ
は
当
所
や
参
加
店

舗
な
ど
で
配
布
し
ま
す
。

【
受
講
申
込
】

各
店
舗
へ
直
接
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル

で
連
絡
し
、
申
し
込
み
を
し
て
く
だ

さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
当
所
で
は
受
付
が
で
き
ま
せ
ん
。

【
受
講
料
】

原
則
無
料（
講
座
に
よ
っ
て
材
料
費

が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

【
そ
の
他
】

参
加
店
舗
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
予
防
対
策
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
が
、
受
講
者（
お
客
様
）に
も

感
染
予
防
対
策
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
の
状
況
等
に
よ
り
、
予
告
な

く
中
止
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

得
す
る
街
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル「
宇
都
宮
ま
ち
ゼ
ミ
」

そ
の
道
の
ワ
ザ
と
知
識
を

プ
ロ
か
ら
学
び
ま
す
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宇
都
宮
市
内
の
中
心
商
業
地
の
空

き
店
舗
に
新
規
出
店
す
る
場
合
、
内

外
装
改
造
費
や
経
営
財
務
診
断
費
に

つ
い
て
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

【
補
助
内
容
】

◎
内
外
装
改
造
に
要
し
た
費
用

①
一
般
店
舗
の
場
合

　

補
助
率
30
％
、
40
％
、
50
％
の
い

ず
れ
か（
限
度
額
１
５
０
万
円
）

※
補
助
対
象
エ
リ
ア
に
よ
り
補
助

率
は
異
な
り
ま
す

②
大
谷
石
蔵
の
場
合

　

補
助
率
30
％
（
限
度
額
２
０
０
万

円
）

◎
専
門
家
の
経
営
財
務
診
断
に
要

し
た
費
用（
申
請
時
・
開
店
６
カ

月
後
・
開
店
１
年
後
）

　

補
助
率
50
％
（
限
度
額 

１
回
に

つ
き
１
万
５
千
円
）

◎
お
も
て
な
し
事
業
を
実
施
す
る

場
合
の
費
用

　

補
助
率
30
％
（
限
度
額
50
万
円
）

　

当
補
助
金
制
度
の
利
用
に
は
一
定

の
条
件（
出
店
場
所
や
業
種
な
ど
）が

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
出
店
を
計
画
さ
れ
て
い

る
方
で
、
本
制
度
の
詳
細
を
お
聞
き

に
な
り
た
い
方
は
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

空
き
店
舗
出
店
補
助
金

中
心
部
の
空
き
店
舗
に
新
規
出
店
を

検
討
さ
れ
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
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▼

▼

▼

▼

▼

▼

補助金手続きの流れ（概要）

相談

申込（店舗開店後60日以内）

審査委員会

受給資格認定書発行
（認定者のみ）

内外装改造費用および
経営財務診断費用の請求手続き

審査委員会

補助金の交付

　

G
o
o
g
l
e
社
の
ク
ラ
ウ
ド

型
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア「
グ
ー
グ
ル
・

ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス（
旧
G 

S
u
i
t
e
）」

に
つ
い
て
、
商
工
会
議
所
会
員
に
限

り
、
特
別
料
金（
初
年
度
利
用
料

10
％
引
）で
提
供
し
ま
す
。

　

グ
ー
グ
ル
・
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
は

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
利
用
者
が
増
え

て
い
る
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム

G
o
o
g
l
e 

M
e
e
t
や
カ
レ

ン
ダ
ー
・
メ
ー
ル
・
文
書
・
グ
ラ
フ

作
成
機
能
等
が
世
界
基
準
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
レ
ベ
ル
で
利
用
可
能
な
サ
ー

ビ
ス
で
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
割
引
期
間
】

令
和
3（
2
0
2
1
）年
12
月
末
ま
で

【
支
払
方
法
】

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
方
式
で
の
支
払

い
の
み
可
能
で
す
。

【
申
込
方
法
】

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら

申
込
む
こ
と
で
、
初
年
度
の
利
用
料

か
ら
10
％
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

【
申
込
上
限
】

3
0
0
ア
カ
ウ
ン
ト

【
価
格
表
】

（
１
ア
カ
ウ
ン
ト
／
月
、
税
抜
）

【
申
込
・
問
合
せ
】

こ
ち
ら
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア
ク
セ
ス
し
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

goo.gle/G
W

S-JCCI

商
工
会
議
所
会
員
限
定
サ
ー
ビ
ス

グ
ー
グ
ル
・
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス（
旧
G 

S
u
i
t
e
）

割
引
販
売
の
ご
案
内

サービスの
詳細はこちら申込・問合せ

　

ザ
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
ー
ル
は
販
路
開

拓
を
支
援
す
る
会
員
限
定
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
全
国

約
26
万
社
が
登
録
さ
れ
て
お
り
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
て
手
軽
に
販
路

開
拓
が
で
き
ま
す
。

　

買
い
手
は
匿
名
で
一
括
見
積
が
依

頼
で
き
、
売
り
手
は
全
国
に
販
路
開

拓
の
チ
ャ
ン
ス
を
作
り
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
登
録
く
だ
さ
い
。

【
主
な
機
能
】

◎
簡
易
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成

◎
全
国
の
商
工
会
議
所
・
商
工
会

会
員
同
士
の
商
談
機
能（
ザ
・
商

談
モ
ー
ル
）

【
費
用
】

　

無
料　

※
一
部
有
料
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り

ま
す
。

【
ザ
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
ー
ル
登
録
方
法
】

①
ユ
ー
ザ
ー
登
録

〈
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場
合
〉

ザ
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
ー
ル
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
登
録
。

〈
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
場
合
〉

当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
チ
ラ
シ

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、
裏
面
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
フ
ァ
ッ

ク
ス
送
信
。

　
　

↓

②
パ
ス
ワ
ー
ド
登
録

ザ
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
ー
ル
か
ら
届
く

メ
ー
ル
に
従
い
、
パ
ス
ワ
ー
ド
を

登
録
。

　
　

↓

③
登
録
完
了

デ
ー
タ
の
変
更
や
追
加
は
後
か
ら

で
も
可
能
。

ザ
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
ー
ル

全
国
へ
の
販
路
開
拓
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！
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ご
活
用
く
だ
さ
い
！  

会
報「
天
地
人
」を
使
っ
た
P
R

　

当
所
で
は
、
会
報「
天
地
人
」を

毎
月
10
日（
年
12
回
）、
会
員
事
業

所
を
は
じ
め
、
全
国
主
要
商
工
会

議
所
な
ど
関
係
団
体
に
8
0
0
0

部
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

先
取
り
し
た
テ
ー
マ
に
よ
る「
巻

頭
特
集
」、
商
工
会
議
所
事
業
案
内
、

歴
史
的
読
み
物
な
ど
、
経
営
者
に

役
立
つ
情
報
を
満
載
に
し
て
お
届
け

し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
会
員
の
皆
さ
ま
へ
会
報

「
天
地
人
」の
ご
活
用
方
法
を
2
つ

ご
紹
介
し
ま
す
。

■
有
料
折
込
事
業（
折
込
チ
ラ
シ
）

　

本
サ
ー
ビ
ス
は
、
会
報「
天
地
人
」

に
会
員
事
業
所
の
皆
さ
ま
が
作
成

さ
れ
た
案
内
チ
ラ
シ
な
ど
を
同
封

し
て
発
送
す
る
も
の
で
す
。

　

お
預
か
り
し
た
案
内
チ
ラ
シ
は
、

本
誌
と
一
緒
に
発
送
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
直
接
D
M
す
る
よ
り
も
安

価
に
発
送（
A
4
サ
イ
ズ〈
1
枚
〉

6
5
0
0
部
折
り
込
み
／
7
万
5
千
円

（
会
員
価
格
・
税
抜
）で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
誌
面
広
告

　

文
字
ど
お
り
、
誌
面
に
広
告
を
掲

載
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
定
型

の
形
で
誌
面
に
掲
載
す
る「
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
広
告
」や
、
当
方
で
取
材
し
、

記
事
の
よ
う
な
形
で
製
品
や
サ
ー
ビ

ス
内
容
を
ご
紹
介
す
る「
記
事
型
広

告
」、
発
送
用
封
筒
裏
面
広
告（
6
ヵ

月
単
位
）な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ

内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
経
営
者
に
直
接
お
届
け
す

る
、
会
報「
天
地
人
」。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
広
告
や
折
込
チ
ラ
シ
の
詳
細
は
、

W
E
B
「
天
地
人
」を
ご
参
照
く
だ

さ
い
。

総
務
部
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問合せ

有
料
折
込
事
業（
折
込
チ
ラ
シ
）・
誌
面
広
告
掲
載
企
業
募
集
！

ユーザー登録は
こちら

当所
ホームページ
はこちら

会報「天地人」は毎月10日発行



有限会社 随想舎
028-616-6605 028-616-6607

（独）中小企業基盤整備機構の新型コロナウイルス感染症特別利子補給制度の対象制度です。

経営改善利率1.21%（令和2年9月1日時点）より
当初3年間、▲0.9%引下げ

※金利引下げの限度額は、日本政策金融公庫の「新型コロナウイルス感染症特別貸付」、「生活衛
生新型コロナウイルス感染症特別貸付」および「新型コロナウイルス対策衛経」との合計で
4,000万円となります。

融資限度額 ： 別枠1,000万円
ご利用いただける方

〈問合せ〉 経営支援部  ☎028-637-3131

運転資金 ：   ７年以内（うち据置３年以内に延長）
設備資金 ： １０年以内（うち据置４年以内に延長）

新型コロナウイルス対策マル経（金利▲0.9%引き下げ）

新型コロナウイルス感染症の影響により、最近１
カ月の売上高が前年または前々年の同期と比較
して 5%以上減少している小規模事業者の方

資金の使いみち

金利

1213 February  2021

　

マ
ル
経
融
資
制
度（
小
規
模
事
業

者
経
営
改
善
資
金
）は
、
経
営
改
善

を
図
ろ
う
と
す
る
小
規
模
事
業
者
の

方
々
を
支
援
す
る
た
め
、
商
工
会
議

所
の
推
薦
に
よ
り
、
無
担
保
・
無
保

証
人
、
低
金
利
で
融
資
が
受
け
ら
れ

る
国（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）の
公
的

融
資
制
度
で
す
。

■
ご
利
用
で
き
る
方

◎ 

従
業
員
数
が
製
造
業
・
建
設
業

等
は
20
人
以
下
、
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
は
５
人
以
下（
宿
泊
業
・

娯
楽
業
は
20
人
以
下
）の
方

※ 

事
業
主
、
家
族
従
業
員
、
臨
時
、

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
法
人
の

役
員
は
除
く（
法
人
役
員
の
家
族
従

業
員
は
従
業
員
と
み
な
し
ま
す
）

◎ 

宇
都
宮
商
工
会
議
所
管
内
で
１
年

以
上
営
業
し
て
お
り
、
商
工
会
議

所
の
経
営
指
導
を
６
カ
月
以
上

受
け
て
い
る
方

◎ 

所
得
税
ま
た
は
法
人
税
、
事
業

税
、
住
民
税（
県
民
税
・
市
民
税
）

等
を
完
納
し
て
い
る
方

※ 

日
本
政
策
金
融
公
庫（
国
民
生
活

事
業
）の
非
対
象
業
種
の
方
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

マ
ル
経
融
資

無
担
保・無
保
証
人・低
金
利
の
融
資
制
度

国
の
マ
ル
経
融
資
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

経
営
支
援
部
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問合せ

■
融
資
の
流
れ

■
融
資
の
条
件

※お申し込みから融資実行までに３週間程度かかります。
※審査の結果、ご希望に沿えない場合があります。

資金の貸付

小
規
模
事
業
者

商
工
会
議
所
の

経
営
指
導
員
が
実
訪
調
査

商
工
会
議
所
の
審
査

日
本
政
策
金
融
公
庫

の
審
査

推    

薦

相
談・申
込

担保・保証人

不  要
（信用保証協会の保証も不要）

返済期間

利率融資限度額

運転資金 : 7年以内
（うち据置 1年以内）

設備資金 : 10年以内
（うち据置 2年以内）

1.21％
（令和3年1月22日現在）
※金利は金融情勢により

変動します

 2,000万円
※1,500万円を超える場合は
　 事業計画書等の提出が必要

■
融
資
の
流
れ

■
融
資
の
条
件

※お申し込みから融資実行までに３週間程度かかります。
※審査の結果、ご希望に沿えない場合があります。

資金の貸付

小
規
模
事
業
者

商
工
会
議
所
の

経
営
指
導
員
が
実
訪
調
査

商
工
会
議
所
の
審
査

日
本
政
策
金
融
公
庫

の
審
査

推    

薦

相
談・申
込

担保・保証人

不  要
（信用保証協会の保証も不要）

返済期間

利率融資限度額

運転資金 : 7年以内
（うち据置 1年以内）

設備資金 : 10年以内
（うち据置 2年以内）

1.21％
（令和3年1月22日現在）
※金利は金融情勢により

変動します

 2,000万円
※1,500万円を超える場合は
　 事業計画書等の提出が必要

　

こ
の
制
度
は
、
当
所
の
推
薦
に
よ

り
、
取
引
金
融
機
関
か
ら
の
事
業
資

金
の
借
入
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

【
ご
利
用
で
き
る
方
】

栃
木
県
内
で
同
一
事
業
を
１
年
以
上

営
み
、
一
定
の
推
薦
要
件
を
満
た
し

て
い
る
会
員
事
業
所

【
借
入
限
度
額
】

5
0
0
万
円
ま
た
は
平
均
月
商
の

3
倍
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額（
た
だ

し
設
備
資
金
は
5
0
0
万
円
ま
で
）

【
保
証
期
間
】 

 

10
年
以
内　
　
　

【
借
入
利
率
】

金
融
機
関
所
定
利
率

【
信
用
保
証
料
】

年
0.
4
5
％
～
1.
9
0
％

◎
設
備
の
場
合

年
0.
4
0
5
%
～
1.
7
1
0
%

（
設
備
割
）

【
担
保
・
保
証
人
】

担
保
不
要
、
保
証
人
は
原
則
と
し
て

不
要（
法
人
代
表
者
を
除
く
）

※
審
査
の
結
果
、
ご
希
望
に
沿
え
な

　

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

商
工
い
き
い
き
特
別
保
証

経
営
支
援
部

☎
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問合せ

市
内
金
融
機
関
、 

信
用
保
証
協
会
と
連
携

本
誌『
天
地
人
』の 

一 

部
記
事
を
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
天
地
人

　

会
員
の
皆
さ
ま
に
毎
月
お
届
け
し

て
い
る
、会
報
「
天
地
人
」（
８
０
０
０

部
発
行
）
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
一
部

が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

　
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
天
地
人
」
の
内
容
は
、

毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
掲
載
し
て
い

る
「
巻
頭
特
集
」
や
、
歴
史
的
読

み
物
「
ふ
る
さ
と
歴
史
民
俗
散
歩
」、

そ
し
て
シ
リ
ー
ズ
で
連
載
し
て
い

る
「
社
是
・
社
訓
は
企
業
の
原
点
」

な
ど
、
本
誌
で
人
気
の
高
い
記
事

の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
で
す
。
連
載
記

ま
す
。
毎
月
会
員
企
業
な
ど
に
確

実
に
届
く
媒
体
で
す
の
で
、
広
告

効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。
貴
社
の

事
業
や
商
品
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
ツ
ー
ル

と
し
て
、
積
極
的
に
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

　
「
天
地
人
」
に
は
、
会
員
の
皆
さ

ま
の
情
報
を
読
者
に
お
伝
え
す
る

「
会
員
情
報
局
」
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
掲
載
申
込
書
も
、
本
サ

イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

の
で
、
併
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
前

事
を
見
逃
し
て
し
ま
っ
た
時
や
、
歴

史
的
な
も
の
を
調
べ
る
際
に
も
便
利

に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
掲

載
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
で
す
の
で
、
会
報

掲
載
時
と
同
じ
レ
イ
ア
ウ
ト
で
閲
覧

が
可
能
。
も
ち
ろ
ん
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
印
刷
し
、
じ
っ
く
り
読
ん
で

い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
（
印
刷

サ
イ
ズ
は
、
プ
リ
ン
タ
ー
の
性
能
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
）。

　

ま
た
、「
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
広
告
」「
記

事
型
広
告
」「
折
込
チ
ラ
シ
」
な
ど

の
広
告
等
の
ご
案
内
も
掲
載
し
て
い

号
ま
で
の
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す

が
、最
新
号
の
会
報
「
天
地
人
」
は
、

引
き
続
き
会
員
の
皆
さ
ま
に
お
届
け

し
ま
す
。

　

電
子
メ
ー
ル
で
お
届
け
し
て
い
る

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
e-

天
地
人
」

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
情
報
提
供
を
、
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

総
務
部

☎
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2
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問合せ

◎ 会報「天 地人 」ホームページ

http: //www.u - t ench i j i n. com
（商工会議所ホームページのトップページからも見ることができます）



商工会議所共済制度

1415 February  2021

専 門 相 談

無料の専門相談をご利用ください
会場 ： 宇都宮商工会議所
☎028-637-3131

■企業年金相談（要予約）
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 企業年金、退職金制度導入、組み換えなど
相談員	 栃木県ファイナンシャル・プランナーズ協同組合員
問合せ	 総務部

■税務相談（要予約）
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 所得税、法人税、相続税、その他各種相談
相談員	 税理士　
問合せ	 経営支援部

■個人情報保護法対策相談（要予約）
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 個人情報の安全管理と社内整備、適法・不適法確認と
	 改善策、漏えい賠償保険のリスク診断、有事の対応など
相談員	 協力保険会社のスタッフ・コンサルタント　
問合せ	 総務部

■法律相談（毎月第2火曜日）
日　時	 3月9日（火）		午後１時30分〜４時30分
受　付	 当日受付　午後1時〜3時（先着10人まで）
内　容	 ＰＬ法関係、売掛金の回収方法、	不渡手形の処理方法、
	 従業員の交通事故、不動産取引など
相談員	 弁護士	
問合せ	 経営支援部

■ 1日知財窓口（隔月第3金曜日・要予約）
日　時	 2月19日（金）		午後１時３０分〜４時３０分
受　付	 午後１時〜４時
内　容	 特許、実用新案、商標、意匠登録その他発明に関する各種相談
相談員	 弁理士	
問合せ	 経営支援部
※事前に栃木県産業振興センター
　（☎028-670-2617）への予約が必要です。

■ テレワークオンライン個別相談会（要予約）
日　時	 2月17日（水）、3月19日（金）　午前１０時〜午後4時
受　付	 午前８時３０分〜午後５時
内　容	 テレワーク導入の方法、導入に必要なこと、成功の秘訣、
	 ルール作り、セキュリティ対策、ソフトウエアほか
相談員	 総務省　テレワークマネージャー
問合せ	 経営支援部

■ 働き方改革相談窓口（要予約）
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 有給休暇年５日の確実な取得、時間外労働の上限規制、
	 同一労働同一賃金など
相談員	 社会保険労務士等有資格者
問合せ	 地域振興部

■オンライン経営相談（毎週	月・水・金・要予約）
日　時	 月・水・金	（午前10時〜午後4時	相談時間50分）
受　付	 当所ホームページから申込
内　容	 資金繰り、小規模事業者持続化補助金、ものづくり補助金、
	 IT導入補助金、販路開拓ほか
相談員	 中小企業診断士	
問合せ	 経営支援部

相談
無料

経営の先行きに不安を
感じたらご相談ください！

中小企業再生支援協議会

　中小企業再生支援協議会は、中小企業の再生に向け
た取り組みを支援するため都道府県ごとに設置されて
いる公正中立な公的機関です。
　事業の収益性はあるものの、財務上の問題を抱えて
いる中小企業を対象に、きめ細かい経営相談・再生支
援を行います。

栃木県中小企業再生支援協議会
（栃木県産業会館7Ｆ）
☎028-610-4110
https://www.tochigi-saiseishien.jp

問合せ

専任アドバイザーによる窓口相談
●財務諸表等により現状分析
●支援施策の紹介
●企業再生の可能性の検討

第一次対応

専門家チームが再生計画の策定を支援
●再生手法の検討→再生計画の策定
●債権者間調整～合意

第二次対応

企業再生
※金融機関も独自に中小企業支援コンサルティングを行っており、その過程で再生支援協議会を
紹介されることもあります。

◎事業自体は円滑に行われているが、過去の投資等による
借入金の返済負担等で、資金繰りが悪化している場合

◎事業存続の見通しはあるものの、事業見直しや金融機関
との調整が必要な場合

◎災害により、被害を受けた場合

再生計画スタート
●再生計画の進捗状況をサポート

再生計画を策定して金融機関との調整が必要な場合

ただし再生計画策定において必要に応じてご負担いただく場合があります。

このような
ケースに
当てはまる

企業が対象です

相談費用 相談無料

ご相談内容は守秘義務により厳重に保護します。守秘義務

ホームページを開設しました。ご相談は事前に電話またはホームページ内
メールフォームでのご予約をお願いします。

有限会社 随想舎
☎028-616-6605  5028-616-6607
有限会社  栃木広告社
☎028-639-1115  5028-639-1116 〈問合せ〉 総務部 ☎028-６３７-３１３１

宇都宮商工会議所  総務部
☎028-637-3131
5028-634-8694

入会希望事業所を
ご紹介ください

－ がんばる経営をお手伝いします －「天地人」広告の申し込み・問合せは

「天地人」広告募集
会員登録情報の変更について

変更がありましたら
ご一報ください！

　社名・支店名などの事業所名の変更、事業所ま
たは事務所の移動による住所の変更、代表者また
は支店長の変更などが生じました場合には、総務
部会員担当まで、ご連絡をお願いします。

2月のふれあい共済等
口座振替日

2月22日（月）
〈振替対象〉

	 ◎ふれあい共済
	 ◎特定退職金共済
	 ◎その他アクサ生命㈱の	
	 　団体扱い保険

ふれあい共済の保障内容（Ｅコース１口）
      見舞金・祝給付金・補助制度の給付内容（Ｅコース１口）

表1

ふれあい共済[入院給付金付災害割増特約・
ガン重点保障型生活習慣病一時金特約付定期保険（団体型）]

※ご加入にあたってはパンフレット、重要事項説明書（契約概要・注意喚起情報）を必ずご覧ください。

560万円 一律 15,000円

一律 10,000円

一律 20,000円

一律 30,000円

一律 40,000円

一律 50,000円

一律 4,000円
一律 100,000円
一律 10,000円
一律 10,000円
一律 10,000円

記念品

記念品

5日以上

1日以上
6日以内
7日以上
14日以内
15日以上
24日以内

25日以上
59日以内

60日以上

120万円
（死亡保険金）

560万円

120万円

1日あたり
（日帰り入院から60日限度）
3,740円

不慮の事故による死亡
[死亡保険金（主契約）＋災害保険金]

不慮の事故による通院見舞金
（通院日数５日以上、一人１保険期間２回限度）

病気による入院見舞金

当所主催人間ドック・成人病健診・健康診断補助
要介護認定見舞金（要介護5）
成人祝給付金
結婚祝給付金
出産祝給付金

一律 5,000円小学校入学祝給付金
還暦祝品（60歳6カ月に達し、制度更新をした加入者）
加入年齢の満了祝品（75歳6カ月に達し、制度を満了した加入者）

（入院１日以上、一人１保険期間２回限度）

上記以外の事由により死亡

不慮の事故による高度障害
（高度障害保険金+災害高度障害保険金）

傷害または疾病による高度障害
（高度障害保険金）

不慮の事故による入院
（入院給付金）

お支払い事由 保険金額

死
　亡

4万円ガン入院一時金
（ガンで１日以上の入院をしたとき、1年に1回限度）

2万円
6大生活習慣病入院一時金
（６大生活習慣病で１日以上の入院をしたとき、1年に1回限度）

10万円
ガン先進医療一時金
（ガンの治療を直接の目的とした先進医療による療養を受けたとき）

入 

院 

・ 

治 

療

高
度
障
害

表2

給付内容 給付金額
特
定
退
職
金
共
済
制
度

問合せ
総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

〈
定
期
保
険

	（
団
体
型
）引
受
保
険
会
社
〉

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱

宇
都
宮
営
業
所

☎
0
2
8-

6
3
7-

7
6
7
0

ふ
れ
あ
い
共
済

　
「
ふ
れ
あ
い
共
済
」は
、宇
都
宮

商
工
会
議
所
会
員
の
み
が
加
入
で

き
る
共
済
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、当
所
独
自
の
給

付
制
度（
見
舞
金
・
祝
給
付
金
・
補

助
制
度
）と
、当
所
が
ア
ク
サ
生
命

保
険
㈱
と
締
結
し
た
入
院
給
付
金

付
災
害
割
増
特
約
・
ガ
ン
重
点
保

障
型
生
活
習
慣
病
一
時
金
特
約
付

き
定
期
保
険（
団
体
型
）を
組
み
合

わ
せ
た
保
障
プ
ラ
ン
の
名
称
で
、

会
員
の
皆
さ
ま
に
ぜ
ひ
ご
加
入
い

た
だ
き
た
い
制
度
で
す
。

　

下
記
、ふ
れ
あ
い
共
済
制
度
の
一

部
抜
粋
部
分（
表
１
、表
２
）を
参

照
い
た
だ
き
、ぜ
ひ
加
入
を
ご
検

討
く
だ
さ
い
。

（
表
の
記
載
は
一
部
抜
粋
し
た
も
の

で
す
。）

　

ご
契
約
の
際
に
は
、パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、重
要
事
項
説
明
書（
契
約
概
要
・

注
意
喚
起
情
報
）を
必
ず
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

ご
加
入
い
た
だ
い
て
い
る
事
業

所
に
つ
き
ま
し
て
は
、各
種
祝
給
付

金
や
見
舞
金
な
ど
請
求
漏
れ
が
な

い
か
、新
入
社
員
等
の
加
入
漏
れ
が

な
い
か
な
ど
再
度
ご
確
認
く
だ
さ

い
。 〈

会
員
事
業
所
限
定
〉「
ふ
れ
あ
い
共
済
」制
度
の
ご
案
内

◎国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」をご利用いただくと、
　ご自宅のパソコン・タブレット・スマホから24時間いつでも申告書を作成できます。
◎作成した申告書は、ｅ－Ｔａｘで送信（ＩＤ・パスワードを入力して送信または
　マイナンバーカードを使って送信）、印刷して郵送のいずれかにより提出できます。

国税庁ホームページ
「確定申告書等作成コーナー」
が便利です！

　ＩＤ・パスワードはお近くの税務署又は確定申告会場において発行を受け
られますので、是非取得してください。感染防止の観点からも、すでにＩＤ・パ
スワードをお持ちの方は、「確定申告書等作成コーナー」で令和２年分の確定
申告書を作成し、ＩＤ・パスワードによるｅ-Ｔａｘ送信をご利用ください。

年末調整済みの給与所得のみの方で医療費控除や寄附金控除の申告を
するほか、年末調整が済んでいない方、２カ所以上の給与所得がある方、
年金収入や副業等の雑所得がある方などもご利用いただけます。

スマートフォンでの申告が便利です

https://www.nta.go.jp国税庁
ホームページ スマホ専用画面はこちらから➡

※2月10日（水）不動産鑑定相談は中止となりました
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チラシ・カタログ展示
コーナーのご案内

当所入口で
PRしませんか

無 料
※ご希望の方は、

総務部までご連絡ください。
申込書をFAXで送信します。

会員企業展示コーナー

総務部
☎028-637-3131
6028-634-8694

問合せ

〈所在地〉
宇都宮市宿郷2-7-3
IRビル宿郷4階

☎028-612-3340
HP：https://cpa-okamoto.com

業種
M&A・事業再生コンサルティング、

会計・税務サービス
	岡本		貴志さん

頭の体操をはじめよう！ クロスワードパズル

◎栃木県立博物館 ☎028-634-1311 
3月28日（日）まで
企画展「ちょっとディープな日光の自然ガイド」
　栃木県の宝、日光の自然。日光国立公園に指定され、戦場ヶ原
や小田代原などは国際的に重要な湿地としてラムサール条約湿地に
も登録されています。この展示では、その風景を形作る地形・地質、
そこに息づく動物や植物について、ぜひ知ってほしい基礎知識から、
マニア向けのディープな情報まで広く紹介。（同館チラシより）
一般=260円／大・高校生=130円／中学生以下無料

◎宇都宮美術館 ☎028-643-0100
企画展「ジョルジュ・ビゴー展」
4月4日(日)まで
　ジャポニスムがヨーロッパを席巻した時代、海を渡って日本へとやっ
てきたジョルジュ・ビゴー（1860〜1927）。宇都宮美術館が所蔵
する油彩、水彩、素描、版画、その他の資料など、およそ300点の
作品を通じて、近代化のさなかの日本の姿を目撃したこの稀有なフラ
ンス人芸術家を紹介する。（当館HPより）
一般＝800円／大・高生＝600円／小中学生＝400円

◎栃木県立美術館	☎028-621-3566
企画展「栃木における南画の潮流」
3月21日（日）まで
　南画とは、元・明の南宗画に影響を受けて江戸時代後期に興った画派・
画様です。本展は、関東南画の立役者である谷文晁を起点に、近世〜
近現代の栃木における南画の潮流を辿る展覧会です。（当館HPより）
一般=900円／大・高校生=600円／中学生以下無料応募先 〒320−0806	宇都宮市中央3 -1- 4　

宇都宮商工会議所	会報「天地人」係　E-Mail:info@u-cci.or.jp
※個人情報保護法に基づき、応募データは上記目的以外には使用しません。

Ａ
～
E
の
文
字
を
並
べ
替
え
て
、あ
る
言
葉
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い

〈
ヒ
ン
ト
〉	

ス
ー
パ
ー
な
ど
で
増
え
て
き
た
、客
が
自
分
で
値
段
を
読
み
取
ら
せ
精
算
も
す
る
支
払
い
シ
ス
テ
ム

1.
2.
3.
4.
5.
6.
8.
10.
14.
16.
20.

1.
3.
7.
8.
9.
11.
12.
13.
14.
15.
17.
18.
19.
21.
22.
23.

早春の伊豆や房総半島で咲き始めた花
新たに動き始めたアメリカ大統領○○○・バイデン氏
障子やふすまなどをはめる開口部の上に渡す溝付きの積木。漢字では「鴨居」
大昔、栃木・群馬地域は「○○国」と呼ばれていました
平安中期「在原業平」を主人公とした一代記の物語
寄付金などを募ること。「共同○○○」「○○○活動」など
最近各地で増えた乗り降り自由の自転車シェアシステム
最近流行する出退勤時間が柔軟な○○○○○○働き方
子どもの頃、約束した際の言い方「○○○○ゲンマン」
驚かすため、相手の来るのを隠れて待つこと
○○に並ぶ、○○を乱す、○○に加わる

サケの卵をバラバラにほぐしたら「いくら」ほぐさないのは？
家庭の金銭の出し入れを記す帳面
愛知県の旧名
「フグ」の水揚げや取引で有名な山口県の港湾都市
社会生活の安全網「○○○○○・ネット」
大学の「狭き○○」をめざして受験生は奮闘中ですね
柔道や剣道の試合ではよく「○○に始まり○○に終わる」などと
「佐藤さんサミット」を提唱している栃木南部の市は？
雪が止んで空がキレイに晴れ上がることをこう言います
筑波山で名物の大道芸「○○の油売り」
○○○○寒さはまだ続きますね
茨城県北部の工業都市
この季節避寒のための○○○○の人が多く見られます
牛の肋骨の上部の背肉。「スペア○○」「○○ロース」などと
一品料理などを出す洋風料理店の呼び方
よく言います。「○○を憎んで人を憎まず」

●ヨコのカギ

●タテのカギ

先
月
号
の
答
え	:	

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

●	

回
答
を
ハ
ガ
キ
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
明
記
の
上
、

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所「
天
地
人
」担
当（
下
記
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

	

正
解
者
の
中
か
ら
5
名
様
に
5
0
0
円
分
の
図
書
カ
ー
ド
を
さ

　

し
上
げ
ま
す
。

	

締
め
切
り
2
月
28
日
到
着
分
ま
で
。

	

※
当
選
発
表
は
、
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

副
題
に「
江
戸
世
相
史
話
」と
あ
る

本
書
は
、
日
本
近
世
史
が
専
門
の
学

者
に
よ
る
、
江
戸
時
代
こ
ぼ
れ
話
集

と
い
う
べ
き
１
冊
で
す
。
学
者
の
書
い

た
本
で
す
が
難
し
い
と
こ
ろ
は
ほ
と

ん
ど
無
く
、
歴
史
に
興
味
さ
え
あ
れ

ば
、
誰
で
も
楽
し
く
読
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

１
編
１
編
が
い
ず
れ
も
短
く（
文
庫

本
で
５
、６
ペ
ー
ジ
）、
そ
れ
ぞ
れ
が

独
立
し
て
読
め
ま
す
か
ら
、
ち
ょ
っ
と

手
が
空
い
た
時
に
少
し
ず
つ

読
ん
で
い
く
こ
と
も
で
き
ま

す
。
と
は
い
え
内
容
は「
ご

存
じ
遠
山
の
金
さ
ん
の
刺

青
の
絵
柄
は
？
」「
将
軍
吉

宗
の
言
葉
遣
い
は
？
」「
放

蕩
息
子
は
ど
う
始
末
を
つ
け

た
？
」な
ど
、
興
味
を
ひ
く

エ
ピ
ソ
ー
ド
満
載
、
読
み
始

め
れ
ば
き
っ
と
最
後
ま
で
読

ん
で
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

『〈
名
奉
行
〉の
力
量
』

藤
田
覚［
著
］

講
談
社
学
術
文
庫

9
6
0
円
＋
税

自
分
の
心
に
対
し
て

誠
実
か
ど
う
か
。

そ
れ
が
外
へ
の

信
頼
と
な
っ
て
実
る
。

書
道
家

 

武
田 

双
雲

　1975年熊本生まれ。書道家。東京理科大
学理工学部卒業後　NTT入社。書道家とし
て独立後は NHK大河ドラマ「天地人」や世
界遺産「平泉」などの題字を手掛け、講演
活動やメディア出演も多数。数年前より身
体に優しいオーガニック食材や発酵食品を
使った店舗のプロデュースを手掛け、湘南
に「CHIKYU FARM　TO　TABLE」、 浅 草
に姉妹店「MISOJYU」をオープン。2019
年元号改元に際し、「令和」の記念切手に書
を提供。ベストセラーの『ポジティブの教
科書』や、『波に乗る力』（日本文芸社）な
ど著書も多数出版。書作品のみならず、現
代アートを主とした個展を国内外にて開催。

公式ブログ「書の力」：http://ameblo.jp/souun/
公式サイト：http://www.souun.net

武田  双雲 ／ たけだ・そううん

〈 プロフィール 〉

「誠実」

　

大
手
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
会
社

勤
務
を
経
て
昨
年
９
月
に
独
立

開
業
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
験
・
ス
キ
ル

を
活
か
し
、
Ｍ
＆
Ａ
を
用
い
た

中
小
企
業
の
事
業
承
継
支
援
、

コ
ロ
ナ
禍
で
苦
し
む
企
業
の
経

営
再
建
支
援
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
見
直
し
を
含
む
企
業
変
革

の
後
押
し
な
ど
に
力
を
注
い
で

い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
は
税
理
士
登
録

を
完
了
し
、「
安
心
・
安
全
・
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
・
丁
寧
・
Ｉ
Ｔ
の
活
用
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
会
計
・
税
務

サ
ー
ビ
ス
も
ご
提
供
し
て
お
り

ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※新型コロナウイルス対策により休館、延期になる場合がありますので、お出かけの際は事前にお確かめください。

岡本貴志公認会計士事務所 代表

「
商
い
川
柳
」終
了
と
退
任
の
ご
挨
拶

　

令
和
２
年
を
も
っ
て「
商
い
川
柳
」が

幕
と
な
り
ま
し
た
。

　

思
え
ば
、
平
成
9
年
に
お
目
見
え
以

来
、
皆
さ
ま
の
ご
声
援
を
頼
り
に
、
大

過
な
く
二
十
余
年
に
わ
た
る
歳
月
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
商
工
会
議
所
の
適
切
な

ご
指
導
と
読
者
の
皆
さ
ま
の
ご
声
援
に

よ
る
も
の
と
、
こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し

あ
げ
ま
す
。
ま
た
、
本
欄
を
盛
り
あ
げ

て
く
だ
さ
っ
た
投
稿
者
の
皆
さ
ま
の
熱
意

も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

も
う
一
つ
付
け
加
え
さ
せ
て
い
た
だ
く

な
ら
ば
、
私
事
な
が
ら
、
気
が
付
け
ば

百
歳
と
い
う
歳
が
あ
と
3
年
に
迫
っ
て
い

た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
俗
に「
我
を
忘

れ
る
」と
言
い
ま
す
が
、
人
生
の
最
後
に
、

そ
ん
な
境
地
を
味
わ
え
た
私
は
幸
せ
者

で
し
た
。
こ
こ
に
心
か
ら
の
御
礼
を
申

し
あ
げ
、
退
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

川
柳
の
道
新
し
き
天
地
人

荒
井  

宗
明



　

近
年
、
日
本
遺
産
と
な
っ
た「
石
の
街
」

大
谷
を
訪
ね
て
大
谷
公
園
内
の
平
和
観

音
か
ら
古
刹
・
大
谷
寺
を
参
詣
す
る
旅

行
者
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
大
き
な

洞
穴
に
埋
も
れ
る
様
に
建
つ
お
堂
の
奥
、

凝
灰
岩
の
壁
に
彫
ら
れ
た
千
年
以
上
も
前

に
作
ら
れ
た「
千
手
観
音
菩
薩
立
像
」を

拝
し
、
さ
ら
に
奥
に
進
む
と
、
大
小
様
々

な
仏
様
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ

ら
の
仏
様
は
国
の
特
別
史
跡
と
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
保
存
修
理
事
業
が
行
わ
れ
た

１
９
６
５（
昭
和
４０
）年
に
仏
様
の
足
も

と
、
洞
穴
内
の
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ

た
。
こ
の
時
、
県
内
最
古
級
の
土
器
と

縄
文
人
の
骨
、
縄
文
人
が
食
べ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
動
物
の
骨
や
貝
な
ど
が
み
つ

か
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
営
ま
れ
た
、
お
よ
そ 

一
万
年
前
の
暮
ら
し
の
跡
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
洞
穴
内
は
地
下
水
が
豊
富
で
、
調

査
は
水
と
の
戦
い
だ
っ
た
が
、
そ
の
水
が
他

の
遺
跡
で
は
溶
け
て
し
ま
う
骨
や
貝
を
守

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

さ
て
、
こ
の
洞
穴
で
み
つ
か
っ
た
縄
文
人

は
全
部
で
六
体
。
す
べ
て
縄
文
時
代
初

期
の
地
層
か
ら
み
つ
か
っ
て
い
る
が
、
上
部

の
地
層
か
ら
み
つ
か
っ
た
新
し
い
人
骨
は
五

体
分
が
ま
と
め
て
葬
ら
れ
て
い
た
。
成
人

女
性
が
三
体
、
幼
児
が
一
体
、
乳
児
が 

一

体
で
あ
っ
た
。
注
目
す
べ
き
は
下
の
地
層

か
ら
み
つ
か
っ
た
よ
り
古
い
時
期
の
成
人

男
性
の
も
の
と
さ
れ
る
一
体
だ
。
縄
文
人

の
埋
葬
方
法
は
た
い
て
い
手
足
を

折
り
曲
げ
ら
れ
た
屈
葬
と
い
う
方

法
で
あ
り
、
こ
の
人
骨
は
全
体
が

横
向
き
の
状
態
で
、
ち
ょ
う
ど
母

親
の
胎
内
に
い
る
よ
う
な
状
態
で

あ
っ
た
。
ほ
ぼ
全
身
の
骨
が
そ
ろ
っ

て
お
り
、
身
長
は
１
５
４
セ
ン
チ

に
復
元
さ
れ
る
。
当
時
の
平
均
的

な
身
長
は
、
男
性
が
１
５
９
セ
ン

チ
、
女
性
が
１
４
８
セ
ン
チ
と
い
わ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
小
柄
で
あ
っ
た

よ
う
だ
。
頭
蓋
骨
は
し
っ
か
り
し

て
、
下
顎
の
骨
が
こ
の
時
期
の
縄

文
人
と
し
て
は
よ
く
発
達
し
て
い

る
。
さ
ら
に
手
足
の
骨
を
よ
く
観

察
す
る
と
、
左
腕
が
細
く
、
右
腕

が
太
く
な
っ
て
い
る
。
両
脚
の
骨

も
同
じ
よ
う
な
状
態
だ
。
こ
の
人

物
は
生
前
に
何
ら
か
の
病
気
に
罹
って
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　

旧
石
器
時
代
か
ら
縄
文
時
代
に
変
わ

る
こ
の
時
期
は
、
気
候
が
少
し
ず
つ
暖
か

く
な
り
始
め
て
い
た
。
人
々
は
移
動
生
活

か
ら
竪
穴
住
居
の
あ
る
ム
ラ
に
住
む
よ
う

に
な
っ
た
。
一
方
で
、
大
谷
寺
洞
穴
の
よ

う
な
岩
陰
も
ま
た
生
活
の
場
で
あ
っ
た
。

こ
の
遺
跡
の
発
見
か
ら
、
す
で
に
障
害
の

あ
る
方
と
も
支
え
合
っ
て
暮
ら
す
社
会
が

形
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

当
館
で
は
、大
谷
寺
洞
穴
遺
跡
の
土
器・

石
器
の
他
に
人
骨
か
ら
復
元
し
た
縄
文
人

の
胸
像
を
展
示
し
て
い
る
。
ま
た
大
谷
寺

宝
物
館
で
は
、
さ
ら
に
多
く
の
資
料
と
共

に
発
掘
さ
れ
た
状
態
の
ま
ま
の
人
骨
を
見

学
で
き
る
。
大
谷
を
訪
れ
、
現
地
で
縄

文
人
の
息
吹
を
感
じ
て
は
い
か
が
だ
ろ
う

か
。
各
館
の
詳
し
い
情
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
確
認
し
て
欲
し
い
。

うつのみや

歴史民俗
紀行

歴史民俗紀行
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●ビジネススケジュール●　宇都宮商工会議所カレンダー 20212月〜			 3月 如月─弥生

※新型コロナウイルス感染症の影響により、各イベントが中止となっている関係から「しもつけ歳時記」を休載とします。

　「全国おもてなしギフトショップ」は、贈り物（ギフト）に
特化したインターネットショッピングサイトです。掲載され
た商品は、全国の商工会議所会員が作る特産品・名産品
ばかり。それらをすべて、産地直送でお届けします！

https://omotenashi-gift.jp

全国の特産品・名産品を産地直送でお届けする、地域ブランドギフト専門店

地域ブランドギフト専門店 「全国おもてなしギフト」

※2021年1月の掲載イメージ

おもてなしギフト

厳選した地域ブランド
商品をお届け！
掲載されている商品はすべて
生産者から直接お届け！ 自慢
の逸品をそろえています。

全商品、
こだわりのラッピング
すべての商品で、贈る人のまごこ
ろを伝える「こだわりのラッピン
グ」。ラッピング代込みの価格です。

全国どこへでも送料無料！
すべての商品が送料無料！　
贈り物だけでなく、ご自分用の
ご注文も、ぜひどうぞ。

全国おもてなしギフト産直
逸品

ポイント1 ポイント2 ポイント3

発掘中のお堂と洞穴内の様子　栃木県立博物館蔵（辰巳四郎コレクション）

発掘中の人骨　栃木県立博物館蔵（辰巳四郎コレクション）

大谷観音の足下から目覚めた
栃木最古の縄文人（大谷寺洞穴遺跡）
栃木県立博物館  人文課  主任研究員  馬籠  和哉

栃木県立博物館 学芸員  山本  享史



資産（簿価） ６００
不良在庫 ▲20
土地の含み損 ▲８０
保険の解約返戻金 ＋20
負債（簿価） ▲４００
役員退職金 ▲５０

200
利益
売上高

２０
役員保険料 ＋５

〈株式価値の算出〉

貸借対照表

損益計算書

修正損益計算書(時価）

修正利益　　　　　   ２５

①時価純資産70 + ②営業権50=

修正貸借対照表(時価）

①時価純資産　  ７０

株式価値１２０

資産
６００

売上
200

費用
180

負債
400

純資産
200２００

②営業権 ： 修正利益×２年分＝５０

時価純資産の算出図1

営業権（のれん）の算出図2

▲50

役　員
退職金

▲5
役員保険

土地の含み損
▲80

保険の
解約返戻金
+20

不良在庫
▲20

利益 20
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渋
沢
栄
一
は
孔
子
を
尊
敬
し
て

い
ま
し
た
が
、
二
人
の
思
想
や
行

動
を
支
え
る
時
代
背
景
に
は
共

通
点
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
共

に
下
手
を
す
れ
ば
命
を
落
と
す

乱
世
で
活
動
し
て
い
た
、
と
い
う

こ
と
。

　

た
と
え
ば
孔
子
の
場
合
、
弟
子

の
子
路
は
衛え

い

と
い
う
国
の
内
乱
に

ま
き
こ
ま
れ
て
、
斬
り
殺
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
宰さ

い
よ予

と
い
う
弟
子

は
斉
の
内
乱
で
、
一
族
皆
殺
し
に

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

さ
ら
に
孔
子
自
身
も
、
諸
国

を
放
浪
中
に
、
彼
を
快
く
思
っ
て

い
な
か
っ
た
桓か

ん
た
い魋
と
い
う
人
物
の

襲
撃
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
と

き
、
彼
は
こ
う
口
に
し
ま
し
た
。

　
「
天
は
、
私
に
徳
を
さ
ず
け
ら
れ

た
の
だ
。
桓
魋
ご
と
き
が
私
に
何

を
で
き
よ
う
（
天
、
徳
を
予
に
生な

せ
り
。
桓
魋
そ
れ
わ
れ
を
如
何
）」

述じ
ゅ
つ
じ而

篇

　

自
分
に
何
も
疚や

ま

し
い
と
こ
ろ
は
な

い
以
上
、
襲
撃
者
な
ど
何
す
る
も

の
ぞ
、
と
い
う
の
で
す
。
そ
し
て
栄

一
も
、
こ
れ
と
そ
っ
く
り
の
体
験
を

し
て
い
ま
す
。

　
《
明
治
二
十
五
年
の
十
一
月
頃
、

自
用
の
二
頭
立
馬
車
を
駆か

っ
て
兜

か
ぶ
と
ち
ょ
う町

の
事
務
所
を
出
て
、伊
達
宗む

ね

城な
り

（
伊

予
宇
和
島
侯
）
伯
の
病
気
見
舞
い

に
往
く
つ
も
り
で
、
江
戸
橋
通
り

と
四
日
市
町
の
通
り
と
の
交
叉
点

の
処
へ
来
か
か
る
と
、
突
然
物
陰

か
ら
二
人
の
暴
漢
が
抜
刀
で
現
わ

れ
、馬
の
足
を
払
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

一 

頭
の
馬
は
傷
つ
け
ら
れ
た
け
れ
ど

も
、
馭ぎ

ょ
し
ゃ者

が
馬
に
鞭
を
当
て
て
極

力
走
ら
し
た
か
ら
、一
頭
は
傷
も
受

け
ず
、
傷
つ
け
ら
れ
た
一
頭
も
ま

た
よ
く
一
緒
に
走
っ
た
の
で
、
難
な

く
そ
の
場
を
脱
し
、
一
ま
ず
駿
河

町
の
三
越
呉
服
店
に
は
い
り
、
休
息

し
た
》『
論
語
講
義
』
渋
沢
栄
一述

　

以
下
同

　

栄
一
が
狙
わ
れ
た
の
は
、《
当
時

喧か
ま
び
すし

か
っ
た
東
京
市
水
道
鉄
管
事

件
に
関
し
、
余
は
外
国
製
品
の
使

用
を
主
張
せ
る
に
対
し
、
内
国
で

は
こ
れ
を
製
造
納
入
し
よ
う
と
企

て
た
者
が
あ
っ
て
、
そ
の
後
聞
知
せ

る
所
に
よ
れ
ば
、
こ
の
一
派
の
人
々

は
、
あ
た
か
も
余
が
外
国
商
人
よ

り
コ
ム
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
も
取
っ
て
外

国
製
品
の
使
用
を
主
張
す
る
か
の

ご
と
く
に
言
い
触
ら
し
》、
襲
撃

者
を
扇
動
し
た
た
め
で
し
た
。

　

栄
一
は
、
先
ほ
ど
の
孔
子
の
言

葉
に
ち
な
ん
で
、
次
の
よ
う
に
述

懐
し
て
い
ま
す
。

　
《
余
が
暴
漢
に
襲
わ
れ
た
際
に

は
確
か
に
こ
の
（「
桓
魋
ご
と
き
が

私
に
何
を
で
き
よ
う
」引
用
者
注
）

意
気
が
あ
っ
た
の
だ
。
し
か
し
こ
の

意
気
は
、
内
に
省
み
て
疚
し
か
ら

ぬ
確
乎
た
る
信
念
が
な
け
れ
ば
と

て
も
起
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
》

　

私
利
を
捨
て
て
、
社
会
の
た
め

に
尽
く
し
て
い
る
と
い
う
自
負
が
、

命
の
危
機
に
も
動
じ
な
い
胆
力
を

生
ん
で
い
た
の
で
す
。

第11回

栃木県事業引継ぎ支援センターは相談無料で秘密厳守、ご相談は予約制です。まずは、当センターまでご連絡ください。

　

譲
渡
の
相
談
者
か
ら
、
よ
く
次
の
よ
う
な
質
問
を
受
け
ま
す
。「
自
分

の
会
社
は
ど
れ
く
ら
い
の
価
値
が
あ
る
の
か
？
」
「
も
し
、
M
&
A
で
譲
渡

し
た
場
合
、
譲
渡
価
格
は
い
く
ら
に
な
る
の
か
？
」
Ｍ
＆
Ａ
を
検
討
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
企
業
価
値
の
算
定
方
法
を
知
り
、
磨
き
上
げ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。
今
回
は
、
企
業
価
値
の
評
価
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
バッ
ク

ナ
ン
バ
ー
は
W
E
B
天
地
人
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

企
業
価
値
評
価（
バ
リ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
）

知っておきたい事業承継のイロハ

問合せ／ 栃木県事業引継ぎ支援センター    宇都宮市中央3-1-4栃木県産業会館７階    ☎028-612-4338

第5回

栃木県事業引継ぎ支援センター
統括責任者

山
やまざき
崎	浩

ひろゆき
之

　

上
場
企
業
の
価
値
は
、
株
式
市
場
で
形
成
さ

れ
た
株
価
が
客
観
的
な
株
式
価
値
と
解
釈
さ
れ

ま
す
が
、
非
上
場
企
業
の
場
合
明
確
な
基
準
は

あ
り
ま
せ
ん
。
Ｍ
＆
Ａ
に
お
い
て
は
、
い
く
つ
か

の
手
法
を
使
っ
て
企
業
価
値
を
算
出
し
、
最
終

的
に
は
、
売
り
手
・
買
い
手
双
方
の
合
意
で
譲

渡
価
格
を
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

中
小
Ｍ
＆
Ａ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

　

中
小
企
業
庁
で
は
Ｍ
＆
Ａ
の
手
引
書
と
し
て
、

２
０
２
０
年
３
月
に
「
中
小
Ｍ
＆
Ａ
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
公
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
企

業
価
値
の
評
価
方
法
と
し
て
コ
ス
ト
ア
プ
ロ
ー

チ
、
イ
ン
カ
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
、マ
ー
ケ
ッ
ト
ア
プ
ロ
ー

チ
の
３
つ
の
手
法
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
れ
ぞ
れ
の
手
法
で
算
出
さ
れ
た
価
格
帯
は
確

定
的
な
も
の
で
な
く
、
一
つ
の
参
考
資
料
と
と
ら

え
る
こ
と
を
留
意
点
と
し
て
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
小
規
模
事
業
者
の
取
引
に
参
考
と

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
、
コ
ス
ト
ア
プ
ロ
ー
チ
の一つ

で
、
時
価
純
資
産
法
に
営
業
権
（
の
れ
ん
）
を

加
算
し
た
手
法
を
紹
介
し
ま
す
。

株
式
価
値
＝

時
価
純
資
産
法
＋
営
業
権（
の
れ
ん
）

　

こ
の
方
法
は
、
会
社
の
帳
簿
上
の
資
産
お
よ

び
負
債
を
時
価
評
価
に
引
き
直
し
、
そ
の
差
額

（
時
価
純
資
産
）
に
営
業
権
（
の
れ
ん
）
の
評

価
を
加
味
し
て
算
出
す
る
も
の
で
す
。
貸
借
対

照
表
や
損
益
計
算
書
を
使
う
た
め
算
出
が
簡
単

で
、
数
値
に
客
観
性
が
あ
る
た
め
売
り
手
・
買

い
手
双
方
に
分
か
り
や
す
い
評
価
法
で
す
。
な

お
、営
業
権
（
の
れ
ん
）
と
は
、会
社
の
信
用
力
、

技
術
力
、
取
引
先
、
人
的
資
源
等
、
測
定
が

難
し
い
企
業
価
値
の
こ
と
で
、一
般
的
に
は
税
引

き
前
利
益
の
数
年
分
を
営
業
権
と
し
て
加
算
し

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
も
う

少
し
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。

時
価
純
資
産
の
算
出
（
図
1
）

　

貸
借
対
照
表
の
資
産
と
負
債

を
時
価
評
価
（
例
え
ば
、
棚
卸

資
産
の
場
合
不
良
在
庫
が
あ
れ

ば
減
額
、
取
得
価
格
が
実
勢
価

格
を
下
回
っ
て
い
れ
ば
減
額
す
る
）

し
、
ま
た
、
貸
借
対
照
表
に
計

上
さ
れ
て
い
な
い
簿
外
資
産
・
負

債
（
例
え
ば
、
保
険
の
解
約
返

戻
金
や
退
職
給
付
債
務
等
）
も

時
価
に
評
価
し
て
算
定
し
ま
す
。

営
業
権（
の
れ
ん
）の
算
出（
図
2
）

　

損
益
計
算
書
の
売
上
か
ら
費
用
を
差
し
引
い

た
利
益
に
、
節
税
（
役
員
保
険
等
）
に
よ
る

費
用
や
多
額
の
役
員
報
酬
等
が
あ
れ
ば
修
正

し
、
修
正
後
税
引
前
利
益
に
数
年
分
を
掛
け

て
算
出
し
ま
す
。
な
お
、
何
年
分
を
掛
け
る

か
は
対
象
会
社
の
業
績
や
業
種
、
今
後
の
業
績

見
込
み
、
買
収
後
の
シ
ナ
ジ
ー
等
を
踏
ま
え
て
、

売
り
手
・
買
い
手
双
方
の
話
し
合
い
で
決
め
て

い
き
ま
す
。

　

今
回
は
、「
時
価
純
資
産
法
＋
営
業
権
（
の

れ
ん
）」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
が
、
冒
頭
に

説
明
し
た
通
り
企
業
価
値
評
価
に
は
い
く
つ
か

の
評
価
方
法
が
あ
り
、
算
出
さ
れ
る
数
値
も

異
な
り
ま
す
。
株
価
の
交
渉
に
お
い
て
は
、
ど

の
評
価
法
を
採
用
す
る
の
か
、
複
数
の
評
価
法

を
総
合
的
に
検
討
す
る
の
か
等
双
方
の
目
線
合

わ
せ
も
重
要
で
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
企
業
価
値
算
定
の
ご
相

談
に
も
無
料
で
対
応
し
ま
す
。
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

バックナンバーはこちら

作家・
グロービス経営大学院
客員教授

守屋　淳／もりや・あつし

　１９６５年生まれ。早稲田大学第一文学部卒業。現在は作家として『孫子』『論語』『韓非
子』『老子』『荘子』などの中国古典や、渋沢栄一などの近代の実業家についての著作を刊
行するかたわら、グロービス経営大学院アルムナイスクールにおいて教鞭をとる。著訳書に34
万部の『現代語訳　論語と算盤』や『現代語訳　渋沢栄一自伝』、シリーズで20万部の
『最高の戦略教科書　孫子』『マンガ　最高の戦略教科書　孫子』『組織サバイバルの
教科書　韓非子』などがある。２０１８年４～９月トロント大学倫理研究センター客員研究員。

渋
沢
栄
一
と

そ
の
思
想
に
学
ぶ

S
hibusaw

a E
iichi 　

Learn from
 that thought

「
渋
沢
栄
一
の
胆
力
」



　　 UTSUNOMIYA

キタカンだより

北
関
東
自
動
車
道
の
開
通
で
、よ
り
近
く
な
っ
た
北
関
東
の
三
県
。

知
っ
て
い
る
よ
う
で
案
外
知
ら
な
い「
お
隣
さ
ん
」群
馬
県・茨
城
県
の

魅
力
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。ぜ
ひ
足
を
延
ば
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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　新型コロナウイルスの感染者数が増加し、
緊急事態宣言が発出されました。飲食店の営
業時間短縮をはじめとして不要不急の外出自
粛が要請され、経営者の皆さまにとっても難
しい局面を迎えているのではないでしょうか。
　ワクチンの接種によりコロナ禍の終息が見通せると良い
のですが、まだまだ油断はできません。しっかりと感染
予防と体調管理に気を付けて、コロナ禍の雪解けを待ちま
しょう。
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協
同
組
合
宇
都
宮
餃

子
会
で
は
、「
宇
都
宮

餃
子
」
の
魅
力
な
ど
を

Y
o
u
T
u
b
e
で
紹
介

す
る「
宇
都
宮
餃
子
ち
ゃ
ん

ね
る
」
を
配
信
し
て
い
ま

す
。

　

同
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
は
、

鈴
木
章
弘
理
事
兼
事
務
局

長
が
自
ら
、
宇
都
宮
餃
子

の
美
味
し
さ
を
紹
介
し
た

り
、
お
す
す
め
の
食
べ
方

や
変
わ
り
種
を
紹
介
し
ま

す
。
ま
た
、
豪
華
ゲ
ス
ト

と
と
も
に
宇
都
宮
餃
子
会

加
盟
店
を
巡
る
企
画
な
ど

が
盛
り
だ
く
さ
ん
と
な
っ

て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
視

聴
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
同
チ
ャ
ン
ネ
ル

で
紹
介
さ
れ
て
い
る
宇
都
宮
餃

子
会
加
盟
店
の
冷
凍
餃
子
は
、

１
箱
か
ら
注
文
で
き
る
単
品
通

販
サ
イ
ト
や
贈
り
物
に
最
適
な

ギ
フ
ト
用（
詰
め
合
わ
せ
）通
販

サ
イ
ト
か
ら
お
買
い
求
め
い
た

だ
け
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
ス
テ

イ
ホ
ー
ム
の
お
と
も
に
宇
都
宮

餃
子
は
い
か
が
で
す
か
。

（協）宇都宮餃子会 公式YouTubeチャンネル
「宇都宮餃子ちゃんねる」配信中！！

開催期間／2月13日（土）～3月21日（日）
場所／偕楽園、弘道館
問合せ／（一社）水戸観光コンベンション協会　☎029-224-0441
※行事、おもてなし等については QRコードより水戸の梅まつりホー

ムページをご覧ください。また、新型コロナウイルス感染症の状
況等により、行事内容が変更・中止となる場合がございます。

　

水
戸
の
春
は
梅
の
花
か

ら
。
季
節
や
わ
ら
ぐ
早
春

に
ち
ら
ほ
ら
と
咲
き
出
す

花
々
が
、
水
戸
に
少
し
早

い
春
の
訪
れ
を
告
げ
て
く

れ
ま
す
。
早
春
の
香
り
に

誘
わ
れ
て
花
の
旅
に
出
か

け
ま
せ
ん
か
。

　

偕
楽
園
の
園
内
に
は
約

1
0
0
品
種
3
0
0
0
本
、

弘
道
館
に
は
約
60
品
種

8
0
0
本
の
梅
が
美
し
く

咲
き
誇
り
ま
す
。

弘道館開館180年記念
第125回水戸の梅まつり開幕 ！

問合せ／協同組合宇都宮餃子会　 〒320-0026 宇都宮市馬場通り2-3-12 MEGAドン・キホーテ ラパーク宇都宮店3F　☎028-633-0634　　URL／https://www.gyozakai.com

※新型コロナウイルス感染症の拡大により内容が変更する場合があります。最新の開催状況等は、主催者にお問い合わせください

宇
都
宮
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

宇
都
宮
市
教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
開
設
期
間
】

２
月
16
日（
火
）～
３
月
15
日（
月
）

（
土
、
日
、
祝
日
等
を
除
く
。
た
だ
し
、

２
月
21
日（
日
）と
28
日（
日
）は
開
場
）

【
会
場
】

マ
ロ
ニ
エ
プ
ラ
ザ

宇
都
宮
市
今
泉
６
-１
-37

【
受
付
時
間
】

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

【
企
業
名
等
の
範
囲
】  

掲
載
で
き
る
企
業
名
等
の
範
囲
は
、
事

業
者
名
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

お
よ
び
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と
し
ま
す
。

【
申
込
方
法 

】 

寄
附
物
品
申
込
書（
様
式
第
１
号　

H
P

に
掲
載
あ
り
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

企
業
名
等
掲
載
物
品
仕
様
書
、
物
品
見

本
を
添
付
の
う
え
、
宇
都
宮
市
教
育
委

員
会
教
育
企
画
課
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

（
郵
送
可
）

　

ま
た
、
申
し
込
み
に
あ
た
り
ま
し
て

は
、
宇
都
宮
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
、
本

制
度
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、
ご
応

募
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
宗
教
・
政
治
団
体
、

教
科
書
・
教
材
会
社
、

学
習
塾
、
私
立
学
校
な

ど
か
ら
の
寄
附
受
け
入

れ
は
で
き
ま
せ
ん
の
で

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

◎
学
校
応
援
認
証
ス
タ

ン
プ

寄
附
物
品
に
は
下
記
の

ス
タ
ン
プ
の
印
刷
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

〜
ご
協
力
い
た
だ
い
た
企
業
の
皆
様
〜

・
株
式
会
社
美
工
電
気
　
様

・
福
宮
建
設
株
式
会
社
　
様

・
有
限
会
社
石
川
印
刷
所
　
様

・
株
式
会
社
大
塚
カ
ラ
ー
　
様

・
株
式
会
社
五
光
　
様

鹿
沼
の
各
税
務
署
は
署
庁
舎
で
申
告
相

談
を
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

宇
都
宮
市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
小

中
学
校
で
使
う
物
品（
企
業
名
掲
載
）の
寄

附
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
企
業
か
ら
物
品

の
寄
附
を
受
け
、
保
護
者
や
地
域
住
民
あ

て
の
通
知
な
ど
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
寄

附
団
体
に
は
市
長
か
ら
感
謝
状
等
を
贈
呈

す
る
と
と
も
に
、
教
育
委
員
会
広
報
紙
や

市
Ｈ
Ｐ
で
企
業
名
を
周
知
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
制
度
は「
宇
都
宮
ま
ち
づ
く

り
貢
献
企
業　

認
証
制
度
」に
お
け
る
取

組
の
１
つ
に
該
当
し
ま
す
。

【
募
集
物
品
】

用
紙
・
封
筒
な
ど

※
そ
の
他
の
物
品
も
可
能
で
す
。
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※
確
定
申
告
会
場
の
混
雑
回
避
の
た
め
、

会
場
へ
の
入
場
に
は「
入
場
整
理
券
」が
必

要
で
す
。
入
場
整
理
券
は
会
場
で
当
日

配
付
し
ま
す
。
な
お
、 

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
も
事

前
発
行
し
ま
す
。

　

ま
た
、
入
場
整
理
券
の
配
付
状
況
に

応
じ
て
、
後
日
の
来
場
を
お
願
い
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
上
記
開
設
期
間
中
、
宇
都
宮
・
栃
木
・

 

宇
都
宮
税
務
署
の
確
定
申
告
会
場
の
ご
案
内

企
業
名
を
掲
載
し
た
物
品
の
寄
附
を
募
集
し
て
い
ま
す 

〜
学
校
応
援
制
度
へ
の
ご
協
力
の
お
願
い
〜

問合せ

宇
都
宮
税
務
署

☎
0
2
8-

6
2
1-

2
1
5
1

（
自
動
音
声
が
流
れ
ま
す
の
で
「
0
」

の
番
号
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
）

　

普
段
は
入
れ
な
い
赤
城

白
樺
牧
場
の
広
大
な
森

を
巡
る
、
大
人
気
の
ガ

イ
ド
付
き
ハ
イ
キ
ン
グ
ツ

ア
ー
！ 

白
銀
の
世
界
で
ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ

を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま

す
。

　

雪
を
踏
み
し
め
る
感

覚
、
音
、
赤
城
ブ
ル
ー
の

空
、
凛
と
し
た
空
気
、
五

感
が
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
る
キ

ラ
キ
ラ
の
世
界
で
す
。
白

銀
の
散
策
を
楽
し
ん
だ
後

は
、
湖
畔
で
大
沼
名
物
！

ワ
カ
サ
ギ
定
食
を
堪
能
。

　

昼
食
後
は
、
ご
希
望

で
“
ち
ょ
こ
っ
と
氷
上

ワ
カ
サ
ギ
釣
り
体
験
〟

も
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
！

普段は入れない！ 
赤城白樺牧場 秘密の絶景ツアー 
白銀スノーシュー／ちょこっと氷上ワカサギ体験付き！

開催日／2月11日（木・祝）･20日（土）･21日（日）･27日（土）･28日（日）、3月6日（土）・7日（日）
場所／赤城白樺牧場 　前橋市富士見町赤城山1-14
参加費／7,500円（昼食・ティータイム・ガイド・保険料込）
※一部をAKAGIやる気塾の白樺牧場環境保護活動費に充てさせていただきます。
　別途1,500円（ブーツ・スノーシュー・ストック）
※ブーツがいらない場合は1,000円
定員／各回10名程度（事前申し込み制）
問合せ／DMO・NPO法人赤城自然塾　☎027-212-2611
主催／AKAGIやる気塾/DMO・NPO法人赤城自然塾

弘道館開館180年記念  第125回水戸の梅まつり

赤城白樺牧場 秘密の絶景ツアー

（協）宇都宮餃子会  公式YouTubeチャンネル「宇都宮餃子ちゃんねる」

宇都宮餃子
ちゃんねる

単品
通販サイト

ギフト用
通販サイト

問合せ

宇
都
宮
市
教
育
委
員
会
事
務
局　

教
育
企
画
課

☎
０
２
８
-６
３
２
-２
７
０
５

※
「
宇
都
宮
ま
ち
づ
く
り
貢
献
企
業

認
証
制
度
」
に
つ
い
て
は
、
宇
都
宮

Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
協
議
会
事
務
局
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
☎
０
２
８-

６
３
２-

２
４
３
３
）

学校応援認証スタンプ

写真提供	:	（協）宇都宮餃子会

所得税および贈与税
令和２年分の申告と納税は期限内に！

申告および
納期限 3月15日（月）

振替日 所得税 :４月19日（月）
贈与税 : 口座振替は利用できません    

消費税（個人事業者）
申告および
納期限 3月31日（水）

4月23日（金）振替日

（
令
和
元
年
度
実
績
寄
付
順
）



（
税
込
）

2

10

3


